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あなたの夢、描いたつづきは掛川で。あなたの夢、描いたつづきは掛川で。

広報かけがわ広報かけがわ

大きなれんこん、穫れたよ!
和田岡小学校　れんこんの収穫体験（10月2日）

ⓒ茶のみやきんじろう
友だち追加用
二次元コード

子育てや観光、防災など役立つ情報が手軽に入手できます。
ぜひ友だち登録をお願いします。

掛川市公式LINEで、手軽に情報をキャッチ!



一般会計決算

令和4年度決算報告みなさんから納めていただいた税金をどのような事業に
活用したか一部紹介します。

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

教 育 費

公 債 費

土 木 費

労 働 費
商 工 費

消 防 費

農林水産業費

そ の 他

：障がい者や高齢者に対する福祉、
子育て支援のための経費です。
：市有財産の管理、まち協や自治
区を支援する経費です。
：市民の健康づくりやごみ収集な
どの経費です。
：学びの充実や学校施設を管理
する経費です。
：建設事業などを行うために借り
入れたお金の返済金です。
：道路・河川・公園の整備などに
かかる経費です。
：労働環境や福利厚生の経費です。
：産業の活性化や観光振興など
の経費です。
：地震・津波などの防災対策や消
防活動の経費です。
：安全安心な農産物の供給など
の経費です。
：議会や災害復旧などの経費です。

その他(1.4%) 
7億3,450万円

歳出
513億1,935万円

令和4年度に行った主な事業

●掛川城天守閣修復景観整備事業

復元から27年が経過し、漆喰は、一部剥離や
黒ずみなどが見られ、廻縁・高欄にも腐食や
褪色が見られたため、修復工事を実施し、美
しい天守閣がよみがえりました。

文化・スポーツ振興課(☎21-1126)

1億5,631万円

●海岸防災林強化事業（防潮堤整備）

海岸防災林の地盤を南海トラフ巨大地震によ
る津波（レベル2津波）に対応した高さにか
さ上げして、クロマツや広葉樹などを植栽し、
災害に強い森林に再生する事業です。

基盤整備課(☎21-1315)

5億8,237万円

●きとうこども園施設整備事業

きとうこども園の園舎建設などに係る経費を
補助し、開園の支援を行いました。これによ
り認定こども園化事業が完結し、民営の認定
こども園5園に再編されました。

こども政策課(☎21-1211)

10億3,963万円

●防災航空隊(高校生ドローン隊)事業

地震などの災害が発生した際、人が近付くこ
とができない現場の状況をドローンで広範囲
に撮影し、災害対応の効率化を目指す事業で
す。

危機管理課(☎21-1131)

225万円
民生費(33.9%) 
173億8,065万円

総務費(11.5%) 
59億1,470万円衛生費(11.2%) 

57億5,245万円

教育費(11.1%) 
56億7,569万円

一般会計は令和3年度と比較して歳入が26億4,479万円の減、歳出が24億4,828万円の
減となりました。
令和4年度の歳入と歳出の差額は21億2,657万円で翌年度へ繰り越す財源を除いた
実質的な収支は19億3,896万円です。

公債費(10.2%) 
52億3,343万円

土木費(9.3%) 
47億6,124万円

労働費(3.0%) 
15億4,861万円

商工費(3.0%) 
15億2,315万円

消防費(2.7%) 
14億1,219万円

農林水産業費(2.7%) 
13億8,274万円

問 財政課（☎21-1197）

私たちが市に納めた税金ってどう使われているの？

令和4年度の歳出歳入状況をお伝えします。

しっくい

市 税

諸 収 入
繰 越 金
寄附金・財産収入

繰 入 金

使用料・手数料

分担金・負担金

国 県 支 出 金

地 方 交 付 税

地方譲与税･各種交付金

市 債

：みなさんが掛川市に納めていた
だいた税金です。
：市営住宅共益費などです。
：前年度からの繰越金です。
：ふるさと納税や市有財産の貸し
付け収入などです。
：各種基金(貯金)や特別会計から
一般会計へ繰り入れたお金です。
：施設の利用や住民票の発行時な
どに納めていただいたお金です。
：農道の整備などに係る地元負
担金などです。

：みなさんが国や県に納めていた
だいたお金の一部です。
特定の目的を達成するために
国や県から市へ交付されます｡
：みなさんが国に納めていただい
たお金の一部です。
地方公共団体の財政状況に応
じて国から配分されます。
：みなさんが国や県に納めていた
だいたお金の一部です。
：事業を行うために国や銀行など
から借りたお金です。

市税(39.7%)
211億9,084万円

自主財源 54.1％
市がみずからの基準で
収入できるもの

依存財源 45.9％
国や県の基準により
収入されるもの

諸収入(5.3%)
28億1,159万円

繰越金(4.3%)
23億2,308万円

寄附金・財産収入(1.9%)
10億1,720万円

繰入金(1.6%)
8億6,290万円

使用料・手数料(1.0%)
5億4,338万円

分担金・負担金(0.3%)
1億8,047万円

歳入
534億4,592万円

国県支出金(23.0%)
122億7,547万円

市債(6.3%)
33億6,600万円

地方譲与税・各種交付金(8.3%)
44億2,949万円

地方交付税(8.3%)
44億4,550万円

自
主
財
源

依
存
財
源
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行政コスト計算書
「費用」と「収益」の差額から、行政サービスのコストを表したものです。
※「費用」：人件費、公園などの管理費、福祉などの行政活動に要したお金

純資産変動計算書
純資産に影響を与える変動要因を
表したものです。残高の減少は、
将来世代へ負担を先送りしたこと
になるため、コスト削減や財源確
保の重要性が分かります。

資金収支計算書※歳計外現金除く 
性質の異なる行政活動に分けて現
金の収支を表したものです。行政
活動が借金に頼らず、税収などの
自己財源で賄われているかどうか
が分かります。

各種会計決算の状況企業経営の視点で見た市の決算状況
特別会計
特別会計は、特定の収入によって特定の事業を行い、その収支を明確にするために一般会計から独立させた
ものです。掛川市には11の特別会計があります。令和3年度と比較して歳入が1億6,528万円（0.7%）の
減、歳出が3億1,457万円（1.3%）の減となりました。

企業会計
地方自治体が経営する地方公営企業は、一般会計から独立して運営しています。掛川市には５つの企業会計があります。

「地方公共団体の財政の健全化
に関する法律」に基づいて、４
つの健全化判断比率と公営企業
の資金不足比率を算出しまし
た。いずれの数値も基準を下
回っていることから、掛川市の
財政は健全であると言えます
が、今後、新廃棄物処理施設整
備など大規模事業が控えていま
すので、引き続き財政の健全化
に努めてまいります。

市の一般会計などの決算状況を、民間企業などが採用している
発生主義の考え方で整理し、「どのくらい資産があるのか」、
｢行政サービスにはどれくらいコストがかかっているのか｣など、
より多くの視点からお知らせします。

貸借対照表
市が保有する「資産」を、将来返済しなければならない「負債」と、返済を必要としない「純資産」で表します。

財政の健全性を示す５つの指標

会　計

費　用

区　分 金　額

純行政コスト
（費用－収益）

収　益

資産

負債

資産合計

会　計

歳　入 対前年比(%) 対前年比(%)

対前年比(%) 対前年比(%)

歳　出 差　額

収　入 支　出 差　額

国民健康保険 119億3,104万円 99.3 117億7,188万円 99.5 1億5,916万円

後期高齢者医療保険 14億1,820万円 106.9 14億1,308万円 106.8 512万円

介護保険 102億2,372万円 101.1 97億9,372万円 99.6 4億3,000万円

公共用地取得 5億2,956万円 98.4 147万円 12.5 5億2,809万円

掛川駅周辺施設管理 6,741万円 101.0 5,842万円 87.5 899万円

大坂・土方工業用地整備事業 10億2,552万円 78.8 10億1,115万円 77.7 1,437万円

財産区(上西郷､桜木､東山､佐束､倉真) 2,447万円 118.6 1,072万円 108.4 1,375万円

 収益的収支 32億6,301万円 102.3 29億4,713万円 105.6 3億1,588万円

 資本的収支 6億3,948万円 179.1 15億6,372万円 102.7 △9億2,424万円

 収益的収支 1,749万円 99.4 1,712万円 89.9 37万円

 資本的収支 101万円 5.1 130万円 6.7 △29万円

 収益的収支 22億3,675万円 103.2 18億3,229万円 98.3 4億446万円

 資本的収支 9億6,912万円 107.1 18億4,212万円 106.7 △8億7,300万円

 収益的収支 3億5,136万円 102.4 3億202万円 91.2 4,934万円

 資本的収支 156万円 6.6 1億180万円 80.9 △1億24万円

 収益的収支 2億1,825万円 102.3 2億783万円 100.1 1,042万円

 資本的収支 86万円 89.6 4,792万円 108.3 △4,706万円

水道事業

簡易水道事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

浄化槽市町村設置推進事業

実質赤字比率  赤字なし 11.93％

連結実質赤字比率  赤字なし 16.93％

実質公債費比率  7.6％ 25.0％

将来負担比率  20.4％ 350.0％

資金不足比率  不足なし 20.0％

一般会計、特別会計など全会計での赤
字の比率 
年間の収入のうち、借入金の返済に充
てている額の比率
借入金など将来負担する可能性がある金
額が、年間の収入に対して占める比率
各公営企業会計での事業規模に対する
資金不足額の比率

一般会計などの赤字の比率

区分 説　明 掛川市 早期健全化
基準

固定資産

流動資産

経常費用(継続的に発生する費用)

臨時損失(単発的に発生した費用)

令和３年度末純資産残高

純行政コスト(行政コスト計算書より)

純行政コストに充てる財源

固定資産の内部変動など(評価差額・所管換など)

令和４年度末純資産残高

経常収益

臨時利益

2,178億9,279万円

64億1,777万円

450億5,545万円

60億5,946万円

1,731億9,565万円純資産

2,243億1,056万円

固定負債(地方債・退職手当引当金など)

流動負債(１年以内に返済する地方債など) 負債・純資産合計 2,243億1,056万円

479億8,814万円

4億6,879万円 464億9,755万円
19億1,436万円

4,502万円

1,757億8,799万円

△464億9,755万円

439億1,382万円

△861万円

1,731億9,565万円

令和３年度末資金残高 28億4,970万円

令和4年度中増加額 511億9,319万円

令和4年度中減少額 513億7,924万円

令和4年度末資金残高 26億6,365万円

※収益的収支：利用料金などの収入と、受水費や汚水処理費、職員の給与などの支出の収支
　資本的収支：企業債などの収入と、建設工事費や企業債の償還金などの支出の収支

うち業務活動収入

うち投資活動収入

うち財務活動収入

うち業務活動支出

うち投資活動支出

うち財務活動支出

451億2,883万円

26億9,836万円

33億6,600万円

411億126万円

49億2,806万円

53億4,992万円

純資産
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行政コスト計算書
「費用」と「収益」の差額から、行政サービスのコストを表したものです。
※「費用」：人件費、公園などの管理費、福祉などの行政活動に要したお金

純資産変動計算書
純資産に影響を与える変動要因を
表したものです。残高の減少は、
将来世代へ負担を先送りしたこと
になるため、コスト削減や財源確
保の重要性が分かります。

資金収支計算書※歳計外現金除く 
性質の異なる行政活動に分けて現
金の収支を表したものです。行政
活動が借金に頼らず、税収などの
自己財源で賄われているかどうか
が分かります。

各種会計決算の状況企業経営の視点で見た市の決算状況
特別会計
特別会計は、特定の収入によって特定の事業を行い、その収支を明確にするために一般会計から独立させた
ものです。掛川市には11の特別会計があります。令和3年度と比較して歳入が1億6,528万円（0.7%）の
減、歳出が3億1,457万円（1.3%）の減となりました。

企業会計
地方自治体が経営する地方公営企業は、一般会計から独立して運営しています。掛川市には５つの企業会計があります。

「地方公共団体の財政の健全化
に関する法律」に基づいて、４
つの健全化判断比率と公営企業
の資金不足比率を算出しまし
た。いずれの数値も基準を下
回っていることから、掛川市の
財政は健全であると言えます
が、今後、新廃棄物処理施設整
備など大規模事業が控えていま
すので、引き続き財政の健全化
に努めてまいります。

市の一般会計などの決算状況を、民間企業などが採用している
発生主義の考え方で整理し、「どのくらい資産があるのか」、
｢行政サービスにはどれくらいコストがかかっているのか｣など、
より多くの視点からお知らせします。

貸借対照表
市が保有する「資産」を、将来返済しなければならない「負債」と、返済を必要としない「純資産」で表します。

財政の健全性を示す５つの指標

会　計

費　用

区　分 金　額

純行政コスト
（費用－収益）

収　益

資産

負債

資産合計

会　計

歳　入 対前年比(%) 対前年比(%)

対前年比(%) 対前年比(%)

歳　出 差　額

収　入 支　出 差　額

国民健康保険 119億3,104万円 99.3 117億7,188万円 99.5 1億5,916万円

後期高齢者医療保険 14億1,820万円 106.9 14億1,308万円 106.8 512万円

介護保険 102億2,372万円 101.1 97億9,372万円 99.6 4億3,000万円

公共用地取得 5億2,956万円 98.4 147万円 12.5 5億2,809万円

掛川駅周辺施設管理 6,741万円 101.0 5,842万円 87.5 899万円

大坂・土方工業用地整備事業 10億2,552万円 78.8 10億1,115万円 77.7 1,437万円

財産区(上西郷､桜木､東山､佐束､倉真) 2,447万円 118.6 1,072万円 108.4 1,375万円

 収益的収支 32億6,301万円 102.3 29億4,713万円 105.6 3億1,588万円

 資本的収支 6億3,948万円 179.1 15億6,372万円 102.7 △9億2,424万円

 収益的収支 1,749万円 99.4 1,712万円 89.9 37万円

 資本的収支 101万円 5.1 130万円 6.7 △29万円

 収益的収支 22億3,675万円 103.2 18億3,229万円 98.3 4億446万円

 資本的収支 9億6,912万円 107.1 18億4,212万円 106.7 △8億7,300万円

 収益的収支 3億5,136万円 102.4 3億202万円 91.2 4,934万円

 資本的収支 156万円 6.6 1億180万円 80.9 △1億24万円

 収益的収支 2億1,825万円 102.3 2億783万円 100.1 1,042万円

 資本的収支 86万円 89.6 4,792万円 108.3 △4,706万円

水道事業

簡易水道事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

浄化槽市町村設置推進事業

実質赤字比率  赤字なし 11.93％

連結実質赤字比率  赤字なし 16.93％

実質公債費比率  7.6％ 25.0％

将来負担比率  20.4％ 350.0％

資金不足比率  不足なし 20.0％

一般会計、特別会計など全会計での赤
字の比率 
年間の収入のうち、借入金の返済に充
てている額の比率
借入金など将来負担する可能性がある金
額が、年間の収入に対して占める比率
各公営企業会計での事業規模に対する
資金不足額の比率

一般会計などの赤字の比率

区分 説　明 掛川市 早期健全化
基準

固定資産

流動資産

経常費用(継続的に発生する費用)

臨時損失(単発的に発生した費用)

令和３年度末純資産残高

純行政コスト(行政コスト計算書より)

純行政コストに充てる財源

固定資産の内部変動など(評価差額・所管換など)

令和４年度末純資産残高

経常収益

臨時利益

2,178億9,279万円

64億1,777万円

450億5,545万円

60億5,946万円

1,731億9,565万円純資産

2,243億1,056万円

固定負債(地方債・退職手当引当金など)

流動負債(１年以内に返済する地方債など) 負債・純資産合計 2,243億1,056万円

479億8,814万円

4億6,879万円 464億9,755万円
19億1,436万円

4,502万円

1,757億8,799万円

△464億9,755万円

439億1,382万円

△861万円

1,731億9,565万円

令和３年度末資金残高 28億4,970万円

令和4年度中増加額 511億9,319万円

令和4年度中減少額 513億7,924万円

令和4年度末資金残高 26億6,365万円

※収益的収支：利用料金などの収入と、受水費や汚水処理費、職員の給与などの支出の収支
　資本的収支：企業債などの収入と、建設工事費や企業債の償還金などの支出の収支

うち業務活動収入

うち投資活動収入

うち財務活動収入

うち業務活動支出

うち投資活動支出

うち財務活動支出

451億2,883万円

26億9,836万円

33億6,600万円

411億126万円

49億2,806万円

53億4,992万円

純資産
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▲合奏練習に取り組むユースオーケストラ

▲滞在制作の様子

救
急
車
の
適
正
利
用
と
応
急
手
当
で

大
切
な
人
の
命
を
守
ろ
う

昨
年
、
救
急
車
が
出
動
し
た
4
4
1
8
件
数
の
う
ち
、
救
急
車
で
の
搬
送
が
不
要
と
判
断

さ
れ
た
件
数
は
7
7
8
件
（
約
18
%
）
。
こ
の
数
字
を
聞
い
て
「
救
急
車
が
病
院
へ
搬
送
し

て
く
れ
な
い
こ
と
が
こ
ん
な
に
あ
る
の
か
」
と
思
っ
た
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
救
急
車
の
適
正
利
用
と
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

問
中
央
消
防
署
（
☎
21
‐
0
1
1
9
）

けがわ茶エンナーレ2024けがわ茶エンナーレ2024
令和6年にいよいよ開催令和6年にいよいよ開催かか

ア
ー
ト
の
力
で
市
の
魅
力
を
発
信

平
成
29
年
、
令
和
3
年
に
開
催

し
た
、
お
茶
と
ア
ー
ト
を
融
合
さ

せ
た
地
域
芸
術
祭
「
か
け
が
わ
茶

エ
ン
ナ
ー
レ
」
は
、
「
ア
ー
ト
が 

い
き
づ
く 

茶
産
地
へ
」
や
「
超

日
常
茶
飯
事
」
を
テ
ー
マ
に
、
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

3
回
目
を
迎
え
る
「
か
け
が
わ

茶
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
2
4
」
は

「
M
oving〜
日
日
是
動
日
〜
」

を
テ
ー
マ
に
令
和
6
年
秋
に
開
催

し
ま
す
。

茶
文
化
創
造
、
未
来
創
造
、
掛

川
三
城
、
美
術
、
音
楽
、
舞
台
芸

術
の
6
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
軸
に
、

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
相
互
に
協
力

し
な
が
ら
企
画
運
営
を
進
め
て
い

ま
す
。
多
種
多
様
な
ア
ー
ト
表
現

に
市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
加

し
、
掛
川
な
ら
で
は
の
ア
ー
ト
を

創
造
し
て
い
き
ま
す
。

本
番
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
行
中

令
和
6
年
の
本
番
に
向
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

中
で
す
。

・
ダ
ン
ス
時
代
劇
「
西
郷
の
局
」 

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

・
月
夜
の
茶
会
（
掛
川
城
周
辺
）

・
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
（
文
化
会
館
シ
オ
ー
ネ
）

・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
滞
在
制
作  

（
大
東
区
域
）

・
マ
ル
シ
ェ
（
横
須
賀
城
跡
）

最
新
情
報
は
、
か
け
が
わ
茶
エ

ン
ナ
ー
レ
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問 文化・スポーツ振興課
　（☎21-1126）

なたの地域の農業委員なたの地域の農業委員
農地の相談を受け付けていますあ

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
口
約
束
で

貸
借
を
す
る
と
、
後
に
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
た
際
、
貸
借
条
件
（
誰

が
、
い
つ
ま
で
借
り
る
の
か
）
な

ど
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
観
点
か
ら

も
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

③
農
地
適
正
管
理
の
相
談

雑
草
や
樹
木
の
繁
茂
を
放
置
し

て
い
る
と
、
有
害
鳥
獣
や
害
虫
の

発
生
、
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
施
肥
や
農
薬
の
散
布
、
農

地
か
ら
生
え
た
雑
草
の
管
理
な
ど
、

農
地
が
与
え
る
周
囲
の
営
農
へ
の

影
響
に
つ
い
て
相
談
・
指
導
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
耕
作
放
棄
地
の
調
査

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

耕
作
放
棄
地
の
状
況
を
調
査
し
て

い
ま
す
。
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地

の
中
で
も
復
旧
が
困
難
な
土
地
に

つ
い
て
は
農
業
委
員
会
で
非
農
地

化
す
る
た
め
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。

⑤
農
業
者
年
金
の
案
内

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
老
後

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
の

公
的
年
金
で
す
。
農
業
委
員
会
で

加
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
農
地
の
利
用
な

ど
に
つ
い
て
、
農
地
所
有
者
や
耕

作
者
な
ど
か
ら
の
申
請
お
よ
び
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
困
り
の

こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
た
は
地
元
の
農
業
委

員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
委
員
の
名

簿
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
主

な
業
務
は
次
の
5
点
で
す
。

①
申
請
の
審
査

総
会
を
毎
月
開
催
し
、
農
地
利

用
に
関
す
る
申
請
な
ど
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
ま
す
。

・
農
地
の
売
買

農
地
を
営
農
目
的
で
売
買
す
る

場
合
に
は
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。
農
地
を
取
得
す
る
方

が
適
切
な
営
農
を
継
続
で
き
る
か

な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

・
農
地
転
用

農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る

た
め
に
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
す
。
転
用
が
適
正
な
計

画
で
あ
る
か
、
農
地
転
用
し
て
も

周
囲
の
営
農
に
影
響
が
出
な
い
か

な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

②
農
地
賃
貸
借
の
申
請
受
理

農
地
を
貸
借
す
る
申
し
込
み
を

Information

問農業委員会
　（☎21-1147）

か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
救
急
車
は
必
要
な
人
に

令
和
4
年
の
市
内
で
の
救
急
出
動
件
数
は
、

過
去
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
件
数
は
今
後
も

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
救
急
車
が
す
ぐ
に
駆
け
付
け

ら
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
駆
け
付
け
た
救
急
隊
が

傷
病
者
を
観
察
し
、
医
師
の
助
言
な
ど
を
踏

ま
え
て
救
急
車
で
搬
送
す
べ
き
か
の
判
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
救
急
車
で
の
搬
送
が
必
要

な
い
と
判
断
さ
れ
た
方
に
は
、
家
族
の
方
な

ど
に
よ
る
搬
送
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
緊
急
搬
送
の
必
要
が
あ
る
方
の

も
と
へ
い
ち
早
く
救
急
車
が
到
着
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
措
置
で
す
。
救
急
車
が
到

着
し
て
も
搬
送
し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
適
正
な
救
急
車
の
利
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

復
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

大
切
な
人
が
突
然
倒
れ
た
場
合
に
備
え
て
、

心
肺
蘇
生
法
や
A
E
D
の
取
り
扱
い
が
で
き

る
よ
う
に
普
通
救
命
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

市
消
防
本
部
で
は
毎
週
木
曜
日
（
第
5
は

除
く
）
に
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
電
子
申
請
も
し
く
は
中
央

消
防
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
の
連
絡
先

●
市
内
診
療
所
の
案
内

　中
央
消
防
署
（
☎
21
-0
1
1
9
）

●
子
ど
も
の
緊
急
状
況
時
の
相
談

　静
岡
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談

　（
☎
♯
8
0
0
0
）

迷
っ
た
ら
1
1
9
番

「
救
急
車
の
適
正
利
用
」
と
聞
く
と
、
自

分
の
通
報
が
適
正
か
迷
い
、
救
急
要
請
を
た

め
ら
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
下
の

図
の
症
状
の
よ
う
な
場
合
は
緊
急
の
状
況
な

の
で
、
す
ぐ
に
「
1
1
9
番
通
報
」
を
し
て

く
だ
さ
い
。
判
断
に
迷
う
と
き
は
、
通
報
時

に
指
令
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
状
況
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
「
Q
助
」
で

症
状
の
緊
急
度
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

て
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

救
命
処
置
の
有
無
が
救
命
率
に
影
響

心
肺
停
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
場

合
は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
救

命
処
置
の
有
無
が
、
救
命
率
や
そ
の
後
の
回

●意識がなくなった　様子がおかしい
●激しい頭痛
●しゃべりにくくなった
●体の片側に力が入らなくなった

●激しい胸痛　締め付けられる痛み
●呼吸が苦しくなった
●大量の出血を伴うけが

迷わず救急車を呼ぶべき症状
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▲合奏練習に取り組むユースオーケストラ

▲滞在制作の様子

救
急
車
の
適
正
利
用
と
応
急
手
当
で

大
切
な
人
の
命
を
守
ろ
う

昨
年
、
救
急
車
が
出
動
し
た
4
4
1
8
件
数
の
う
ち
、
救
急
車
で
の
搬
送
が
不
要
と
判
断

さ
れ
た
件
数
は
7
7
8
件
（
約
18
%
）
。
こ
の
数
字
を
聞
い
て
「
救
急
車
が
病
院
へ
搬
送
し

て
く
れ
な
い
こ
と
が
こ
ん
な
に
あ
る
の
か
」
と
思
っ
た
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
救
急
車
の
適
正
利
用
と
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

問
中
央
消
防
署
（
☎
21
‐
0
1
1
9
）

けがわ茶エンナーレ2024けがわ茶エンナーレ2024
令和6年にいよいよ開催令和6年にいよいよ開催かか

ア
ー
ト
の
力
で
市
の
魅
力
を
発
信

平
成
29
年
、
令
和
3
年
に
開
催

し
た
、
お
茶
と
ア
ー
ト
を
融
合
さ

せ
た
地
域
芸
術
祭
「
か
け
が
わ
茶

エ
ン
ナ
ー
レ
」
は
、
「
ア
ー
ト
が 

い
き
づ
く 

茶
産
地
へ
」
や
「
超

日
常
茶
飯
事
」
を
テ
ー
マ
に
、
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

3
回
目
を
迎
え
る
「
か
け
が
わ

茶
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
2
4
」
は

「
M
oving〜
日
日
是
動
日
〜
」

を
テ
ー
マ
に
令
和
6
年
秋
に
開
催

し
ま
す
。

茶
文
化
創
造
、
未
来
創
造
、
掛

川
三
城
、
美
術
、
音
楽
、
舞
台
芸

術
の
6
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
軸
に
、

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
相
互
に
協
力

し
な
が
ら
企
画
運
営
を
進
め
て
い

ま
す
。
多
種
多
様
な
ア
ー
ト
表
現

に
市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
加

し
、
掛
川
な
ら
で
は
の
ア
ー
ト
を

創
造
し
て
い
き
ま
す
。

本
番
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
行
中

令
和
6
年
の
本
番
に
向
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

中
で
す
。

・
ダ
ン
ス
時
代
劇
「
西
郷
の
局
」 

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

・
月
夜
の
茶
会
（
掛
川
城
周
辺
）

・
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
（
文
化
会
館
シ
オ
ー
ネ
）

・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
滞
在
制
作  

（
大
東
区
域
）

・
マ
ル
シ
ェ
（
横
須
賀
城
跡
）

最
新
情
報
は
、
か
け
が
わ
茶
エ

ン
ナ
ー
レ
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問 文化・スポーツ振興課
　（☎21-1126）

なたの地域の農業委員なたの地域の農業委員
農地の相談を受け付けていますあ

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
口
約
束
で

貸
借
を
す
る
と
、
後
に
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
た
際
、
貸
借
条
件
（
誰

が
、
い
つ
ま
で
借
り
る
の
か
）
な

ど
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
観
点
か
ら

も
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

③
農
地
適
正
管
理
の
相
談

雑
草
や
樹
木
の
繁
茂
を
放
置
し

て
い
る
と
、
有
害
鳥
獣
や
害
虫
の

発
生
、
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
施
肥
や
農
薬
の
散
布
、
農

地
か
ら
生
え
た
雑
草
の
管
理
な
ど
、

農
地
が
与
え
る
周
囲
の
営
農
へ
の

影
響
に
つ
い
て
相
談
・
指
導
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
耕
作
放
棄
地
の
調
査

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

耕
作
放
棄
地
の
状
況
を
調
査
し
て

い
ま
す
。
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地

の
中
で
も
復
旧
が
困
難
な
土
地
に

つ
い
て
は
農
業
委
員
会
で
非
農
地

化
す
る
た
め
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。

⑤
農
業
者
年
金
の
案
内

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
老
後

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
の

公
的
年
金
で
す
。
農
業
委
員
会
で

加
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
農
地
の
利
用
な

ど
に
つ
い
て
、
農
地
所
有
者
や
耕

作
者
な
ど
か
ら
の
申
請
お
よ
び
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
困
り
の

こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
た
は
地
元
の
農
業
委

員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
委
員
の
名

簿
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
主

な
業
務
は
次
の
5
点
で
す
。

①
申
請
の
審
査

総
会
を
毎
月
開
催
し
、
農
地
利

用
に
関
す
る
申
請
な
ど
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
ま
す
。

・
農
地
の
売
買

農
地
を
営
農
目
的
で
売
買
す
る

場
合
に
は
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。
農
地
を
取
得
す
る
方

が
適
切
な
営
農
を
継
続
で
き
る
か

な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

・
農
地
転
用

農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る

た
め
に
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
す
。
転
用
が
適
正
な
計

画
で
あ
る
か
、
農
地
転
用
し
て
も

周
囲
の
営
農
に
影
響
が
出
な
い
か

な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

②
農
地
賃
貸
借
の
申
請
受
理

農
地
を
貸
借
す
る
申
し
込
み
を

Information

問農業委員会
　（☎21-1147）

か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
救
急
車
は
必
要
な
人
に

令
和
4
年
の
市
内
で
の
救
急
出
動
件
数
は
、

過
去
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
件
数
は
今
後
も

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
救
急
車
が
す
ぐ
に
駆
け
付
け

ら
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
駆
け
付
け
た
救
急
隊
が

傷
病
者
を
観
察
し
、
医
師
の
助
言
な
ど
を
踏

ま
え
て
救
急
車
で
搬
送
す
べ
き
か
の
判
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
救
急
車
で
の
搬
送
が
必
要

な
い
と
判
断
さ
れ
た
方
に
は
、
家
族
の
方
な

ど
に
よ
る
搬
送
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
緊
急
搬
送
の
必
要
が
あ
る
方
の

も
と
へ
い
ち
早
く
救
急
車
が
到
着
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
措
置
で
す
。
救
急
車
が
到

着
し
て
も
搬
送
し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
適
正
な
救
急
車
の
利
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

復
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

大
切
な
人
が
突
然
倒
れ
た
場
合
に
備
え
て
、

心
肺
蘇
生
法
や
A
E
D
の
取
り
扱
い
が
で
き

る
よ
う
に
普
通
救
命
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

市
消
防
本
部
で
は
毎
週
木
曜
日
（
第
5
は

除
く
）
に
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
電
子
申
請
も
し
く
は
中
央

消
防
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
の
連
絡
先

●
市
内
診
療
所
の
案
内

　中
央
消
防
署
（
☎
21
-0
1
1
9
）

●
子
ど
も
の
緊
急
状
況
時
の
相
談

　静
岡
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談

　（
☎
♯
8
0
0
0
）

迷
っ
た
ら
1
1
9
番

「
救
急
車
の
適
正
利
用
」
と
聞
く
と
、
自

分
の
通
報
が
適
正
か
迷
い
、
救
急
要
請
を
た

め
ら
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
下
の

図
の
症
状
の
よ
う
な
場
合
は
緊
急
の
状
況
な

の
で
、
す
ぐ
に
「
1
1
9
番
通
報
」
を
し
て

く
だ
さ
い
。
判
断
に
迷
う
と
き
は
、
通
報
時

に
指
令
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
状
況
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
「
Q
助
」
で

症
状
の
緊
急
度
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

て
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

救
命
処
置
の
有
無
が
救
命
率
に
影
響

心
肺
停
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
場

合
は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
救

命
処
置
の
有
無
が
、
救
命
率
や
そ
の
後
の
回

●意識がなくなった　様子がおかしい
●激しい頭痛
●しゃべりにくくなった
●体の片側に力が入らなくなった

●激しい胸痛　締め付けられる痛み
●呼吸が苦しくなった
●大量の出血を伴うけが

迷わず救急車を呼ぶべき症状
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基準額の計算例
世帯人数

2人

3人

4人

5人

父または母30代
小学生1人

父母40代
中学生1人

父母40代
小学生1人、中学生1人

父母40代
小学生2人、中学生1人

210万円程度

290万円程度

350万円程度

420万円程度

家族構成の例 所得

域防災訓練12月3日（日）域防災訓練12月3日（日）
『自助』 ･ 『共助』の取り組みを『自助』 ･ 『共助』の取り組みを地地

地
域
で
高
め
る
防
災
力

地
域
防
災
訓
練
は
、
自
主
防
災

会
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
防

災
活
動
を
推
進
す
る
訓
練
で
す
。

災
害
時
の
被
害
軽
減
に
は
、
み
ず

か
ら
の
命
は
み
ず
か
ら
守
る
「
自

助
」
、
自
主
防
災
会
や
地
区
で
助

け
合
う
「
共
助
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
2
つ
が
担
う
役
割
は
大
き
く
、

日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り

が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

災
害
は
、
い
つ
、
誰
に
襲
い
か

か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
隣
近
所

に
声
を
掛
け
、
訓
練
に
積
極
的
に

参
加
し
て
防
災
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
対
策

防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
周
辺

の
危
険
箇
所
（
崖
・
ブ
ロ
ッ
ク

塀
・
自
販
機
な
ど
）
の
把
握
、
市

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
家
族
と
避

難
経
路
や
避
難
場
所
を
確
認
し
て

「
家
庭
の
避
難
計
画
」
を
作
成
し

ま
し
ょ
う
。
デ
ジ
タ
ル
版
も
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

傷
病
者
搬
送
訓
練
を
実
施

災
害
時
に
は
、
多
く
の
け
が
人

デ
ジ
タ
ル
版

家
庭
の
避
難
計
画
▼

や
病
気
の
方
を
お
互
い
助
け
合
っ

て
、
救
護
所
な
ど
へ
搬
送
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

災
害
時
に
備
え
自
主
防
災
会
の

み
な
さ
ん
が
、
け
が
人
役
や
病
気

役
の
方
を
救
護
所
へ
、
救
護
所
か

ら
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ

搬
送
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

防
災
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
を

大
雨
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情

報
、
交
通
安
全
情
報
な
ど
同
報
無

線
放
送
の
内
容
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
受
信
で
き
ま
す
。

災
害
情
報
の
伝
達
訓
練

12
月
3
日
㈰
全
市
一
斉
で
同
報

無
線
や
、
メ
ー
ル
を
使
っ
た
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
災
害
時

に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
発
信
さ
れ

る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
同
報
無
線
に
よ
る
伝
達
訓
練

と
き
　午
前
9
時
〜
正
午
ま
で

内
容

・
緊
急
地
震
速
報
の
サ
イ
レ
ン

・
地
震
発
生
の
サ
イ
レ
ン

・
大
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン

・
防
災
訓
練
終
了
の
放
送

問 危機管理課
　（☎21-1131）

Information

金を納め忘れていませんか金を納め忘れていませんか
納付困難な方は相談を納付困難な方は相談を税税

少
額
の
滞
納
で
も
処
分
の
対
象
に

 

税
金
は
安
定
し
た
行
政
運
営
に

欠
か
せ
な
い
財
源
で
す
。
滞
納
を

し
て
い
る
と
、
義
務
を
果
た
さ
な

い
ま
ま
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
財
政
を
圧
迫

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

く
ほ
か
、
期
限
内
に
納
付
し
て
い

る
多
く
の
方
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
中
の
少
額
の
税
金
で
も
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
財
産

の
差
し
押
さ
え
は
、
給
与
、
預
金
、

生
命
保
険
、
動
産
、
不
動
産
、
自

動
車
な
ど
が
対
象
で
す
。

や
む
を
得
な
い
事
情
は
相
談
を

失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
は
納
税
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
本
人
と
の

直
接
面
接
で
す
。
委
任
を
受
け
た

税
理
士
な
ど
以
外
の
、
権
限
の
な

い
第
三
者
は
同
席
で
き
ま
せ
ん
。

と
き

　月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

※
毎
月
第
2
木
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
営
業
木
曜
日
）
は
午
後

7
時
ま
で
延
長

と
こ
ろ
　市
役
所
2
階 

納
税
課

専
門
家
が
生
活
再
建
を
支
援

市
で
は
、
家
計
の
見
直
し
や
債

務
整
理
の
支
援
を
行
う
た
め
、
次

の
専
門
家
と
連
携
し
「
生
活
再
建

支
援
型
納
税
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

■
弁
護
士

多
重
債
務
に
苦
し
む
方
に
、
破

産
、
個
人
再
生
、
任
意
整
理
に
関

す
る
相
談
な
ど
を
通
し
て
生
活
再

建
を
支
援
し
ま
す
。

■
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

お
金
の
面
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
解
決
策
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
専
門
家
で
す
。
納

税
計
画
が
上
手
く
立
て
ら
れ
な
い

方
や
家
計
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
へ
家
計
見
直
し
プ
ラ
ン
の
提
案

な
ど
を
行
い
ま
す
。

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
よ
る
家
計
の
見
直
し
相

談
」
は
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
予
約
で
き
ま
す
。

問 納税課
　（☎21-1206）

学援助のお知らせ学援助のお知らせ
お子様の就学を応援します就

援
助
の
内
容（
令
和
5
年
度
単
価
）

申
請
方
法

必
要
書
類
を
学
校
ま
た
は
学
校

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
で
は
就
学
援
助
の

受
け
付
け
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
と
は
、
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
で
す
。
来
年
度
入
学

さ
れ
る
方
の
申
請
も
受
け
付
け
を

始
め
ま
し
た
。

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

〇
市
民
税
、
県
事
業
税
、
国
保
税
、

国
民
年
金
な
ど
が
非
課
税
ま
た

は
減
免
さ
れ
て
い
る
方

〇
母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
で
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
方

〇
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
を
受
け

て
い
る
方

〇
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

〇
世
帯
所
得
が
市
の
定
め
る
基
準

を
下
回
る
方

Information

問 学校教育課
　（☎21-1156）

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

花
や
緑
を
見
て
、
体
験
し
て
、

買
っ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

市
内
や
近
隣
で
活
動
し
て
い
る
団

体
が
多
数
出
展
し
ま
す
。
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

縮
小
し
て
い
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
、

今
年
は
充
実
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
向
け
の
体
験
も
あ
り
ま
す
の
で
、

幅
広
い
世
代
の
方
が
楽
し
め
ま
す
。

花
が
好
き
な
方
、
生
活
に
花
を

取
り
入
れ
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

主
催

　掛
川
市
緑
化
推
進
委
員

会
・ 

掛
川
市

と
き

　11
月
11
日
㈯
午
前
9
時 

〜
午
後
4
時

12
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

と
こ
ろ

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
御
所
原
）

入
場
無
料
・
雨
天
決
行

〇
展
示
コ
ー
ナ
ー

菊
花
、
坪
庭
、
盆
栽
・
水
石
、

生
け
花
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
な
ど

〇
体
験
コ
ー
ナ
ー

寄
せ
植
え
、
コ
ケ
玉
、
生
け
花
、

押
し
花
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、
子
ど
も
向
け
ク
ラ
フ

ト
な
ど

〇
販
売
コ
ー
ナ
ー

花
苗
、
鉢
花
、
園
芸
雑
貨
、
果 

物
な
ど

体
験
参
加
者
募
集
中

寄
せ
植
え
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

申
込
開
始
日
　11
月
1
日
㈬

参
加
費
　1
0
0
0
円

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

来
場
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
数
量
限
定
）
が
あ
り
ま
す
。

▲フィーチャー
フォン用

▲スマート
フォン用

川市フラワーフェスティバル川市フラワーフェスティバル

お詫びと訂正　広報かけがわ令和5年10月号の8ページ『秋の読書週間にフェスティバル』について、掲載した二次元コードに誤り
がありました。訂正してお詫びします。

菊花展も同時開催します菊花展も同時開催します掛掛問維持管理課
　（☎21-1154）

修学旅行費・通学費
給食費・医療費

実費

校外活動費
（泊まりあり）

小学生3,690円
中学生6,210円

校外活動費
（泊まりなし）

小学生1,600円
中学生2,310円

新入学用品費
（1年生）

小学生54,060円
中学生63,000円

援助費目

支給額

援助費目

支給額

学用品費 通学用品費
（2年生以上）

小学生11,630円
中学生22,730円

小学生2,270円
中学生2,270円
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基準額の計算例
世帯人数

2人

3人

4人

5人

父または母30代
小学生1人

父母40代
中学生1人

父母40代
小学生1人、中学生1人

父母40代
小学生2人、中学生1人

210万円程度

290万円程度

350万円程度

420万円程度

家族構成の例 所得

域防災訓練12月3日（日）域防災訓練12月3日（日）
『自助』 ･ 『共助』の取り組みを『自助』 ･ 『共助』の取り組みを地地

地
域
で
高
め
る
防
災
力

地
域
防
災
訓
練
は
、
自
主
防
災

会
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
防

災
活
動
を
推
進
す
る
訓
練
で
す
。

災
害
時
の
被
害
軽
減
に
は
、
み
ず

か
ら
の
命
は
み
ず
か
ら
守
る
「
自

助
」
、
自
主
防
災
会
や
地
区
で
助

け
合
う
「
共
助
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
2
つ
が
担
う
役
割
は
大
き
く
、

日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り

が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

災
害
は
、
い
つ
、
誰
に
襲
い
か

か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
隣
近
所

に
声
を
掛
け
、
訓
練
に
積
極
的
に

参
加
し
て
防
災
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
対
策

防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
周
辺

の
危
険
箇
所
（
崖
・
ブ
ロ
ッ
ク

塀
・
自
販
機
な
ど
）
の
把
握
、
市

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
家
族
と
避

難
経
路
や
避
難
場
所
を
確
認
し
て

「
家
庭
の
避
難
計
画
」
を
作
成
し

ま
し
ょ
う
。
デ
ジ
タ
ル
版
も
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

傷
病
者
搬
送
訓
練
を
実
施

災
害
時
に
は
、
多
く
の
け
が
人

デ
ジ
タ
ル
版

家
庭
の
避
難
計
画
▼

や
病
気
の
方
を
お
互
い
助
け
合
っ

て
、
救
護
所
な
ど
へ
搬
送
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

災
害
時
に
備
え
自
主
防
災
会
の

み
な
さ
ん
が
、
け
が
人
役
や
病
気

役
の
方
を
救
護
所
へ
、
救
護
所
か

ら
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ

搬
送
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

防
災
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
を

大
雨
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情

報
、
交
通
安
全
情
報
な
ど
同
報
無

線
放
送
の
内
容
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
受
信
で
き
ま
す
。

災
害
情
報
の
伝
達
訓
練

12
月
3
日
㈰
全
市
一
斉
で
同
報

無
線
や
、
メ
ー
ル
を
使
っ
た
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
災
害
時

に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
発
信
さ
れ

る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
同
報
無
線
に
よ
る
伝
達
訓
練

と
き
　午
前
9
時
〜
正
午
ま
で

内
容

・
緊
急
地
震
速
報
の
サ
イ
レ
ン

・
地
震
発
生
の
サ
イ
レ
ン

・
大
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン

・
防
災
訓
練
終
了
の
放
送

問 危機管理課
　（☎21-1131）

Information

金を納め忘れていませんか金を納め忘れていませんか
納付困難な方は相談を納付困難な方は相談を税税

少
額
の
滞
納
で
も
処
分
の
対
象
に

 

税
金
は
安
定
し
た
行
政
運
営
に

欠
か
せ
な
い
財
源
で
す
。
滞
納
を

し
て
い
る
と
、
義
務
を
果
た
さ
な

い
ま
ま
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
財
政
を
圧
迫

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

く
ほ
か
、
期
限
内
に
納
付
し
て
い

る
多
く
の
方
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
中
の
少
額
の
税
金
で
も
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
財
産

の
差
し
押
さ
え
は
、
給
与
、
預
金
、

生
命
保
険
、
動
産
、
不
動
産
、
自

動
車
な
ど
が
対
象
で
す
。

や
む
を
得
な
い
事
情
は
相
談
を

失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
は
納
税
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
本
人
と
の

直
接
面
接
で
す
。
委
任
を
受
け
た

税
理
士
な
ど
以
外
の
、
権
限
の
な

い
第
三
者
は
同
席
で
き
ま
せ
ん
。

と
き

　月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

※
毎
月
第
2
木
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
営
業
木
曜
日
）
は
午
後

7
時
ま
で
延
長

と
こ
ろ
　市
役
所
2
階 

納
税
課

専
門
家
が
生
活
再
建
を
支
援

市
で
は
、
家
計
の
見
直
し
や
債

務
整
理
の
支
援
を
行
う
た
め
、
次

の
専
門
家
と
連
携
し
「
生
活
再
建

支
援
型
納
税
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

■
弁
護
士

多
重
債
務
に
苦
し
む
方
に
、
破

産
、
個
人
再
生
、
任
意
整
理
に
関

す
る
相
談
な
ど
を
通
し
て
生
活
再

建
を
支
援
し
ま
す
。

■
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

お
金
の
面
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
解
決
策
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
専
門
家
で
す
。
納

税
計
画
が
上
手
く
立
て
ら
れ
な
い

方
や
家
計
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
へ
家
計
見
直
し
プ
ラ
ン
の
提
案

な
ど
を
行
い
ま
す
。

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
よ
る
家
計
の
見
直
し
相

談
」
は
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
予
約
で
き
ま
す
。

問 納税課
　（☎21-1206）

学援助のお知らせ学援助のお知らせ
お子様の就学を応援します就

援
助
の
内
容（
令
和
5
年
度
単
価
）

申
請
方
法

必
要
書
類
を
学
校
ま
た
は
学
校

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
で
は
就
学
援
助
の

受
け
付
け
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
と
は
、
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
で
す
。
来
年
度
入
学

さ
れ
る
方
の
申
請
も
受
け
付
け
を

始
め
ま
し
た
。

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

〇
市
民
税
、
県
事
業
税
、
国
保
税
、

国
民
年
金
な
ど
が
非
課
税
ま
た

は
減
免
さ
れ
て
い
る
方

〇
母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
で
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
方

〇
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
を
受
け

て
い
る
方

〇
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

〇
世
帯
所
得
が
市
の
定
め
る
基
準

を
下
回
る
方

Information

問 学校教育課
　（☎21-1156）

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

花
や
緑
を
見
て
、
体
験
し
て
、

買
っ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

市
内
や
近
隣
で
活
動
し
て
い
る
団

体
が
多
数
出
展
し
ま
す
。
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

縮
小
し
て
い
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
、

今
年
は
充
実
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
向
け
の
体
験
も
あ
り
ま
す
の
で
、

幅
広
い
世
代
の
方
が
楽
し
め
ま
す
。

花
が
好
き
な
方
、
生
活
に
花
を

取
り
入
れ
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

主
催

　掛
川
市
緑
化
推
進
委
員

会
・ 

掛
川
市

と
き

　11
月
11
日
㈯
午
前
9
時 

〜
午
後
4
時

12
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

と
こ
ろ

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
御
所
原
）

入
場
無
料
・
雨
天
決
行

〇
展
示
コ
ー
ナ
ー

菊
花
、
坪
庭
、
盆
栽
・
水
石
、

生
け
花
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
な
ど

〇
体
験
コ
ー
ナ
ー

寄
せ
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え
、
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ケ
玉
、
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け
花
、
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し
花
、
フ
ラ
ワ
ー
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レ
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ジ
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ト
、
子
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も
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け
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ト
な
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〇
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売
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花
苗
、
鉢
花
、
園
芸
雑
貨
、
果 

物
な
ど

体
験
参
加
者
募
集
中

寄
せ
植
え
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

申
込
開
始
日
　11
月
1
日
㈬

参
加
費
　1
0
0
0
円

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

来
場
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
数
量
限
定
）
が
あ
り
ま
す
。

▲フィーチャー
フォン用

▲スマート
フォン用

川市フラワーフェスティバル川市フラワーフェスティバル

お詫びと訂正　広報かけがわ令和5年10月号の8ページ『秋の読書週間にフェスティバル』について、掲載した二次元コードに誤り
がありました。訂正してお詫びします。

菊花展も同時開催します菊花展も同時開催します掛掛問維持管理課
　（☎21-1154）

修学旅行費・通学費
給食費・医療費

実費

校外活動費
（泊まりあり）

小学生3,690円
中学生6,210円

校外活動費
（泊まりなし）

小学生1,600円
中学生2,310円

新入学用品費
（1年生）

小学生54,060円
中学生63,000円

援助費目

支給額

援助費目

支給額

学用品費 通学用品費
（2年生以上）

小学生11,630円
中学生22,730円

小学生2,270円
中学生2,270円



KOHO  KAKEGAWA  2023.11 1011

※職員数は、一般職に属する職員数です。

 令和5年度 5人 0人 34人 39人
区　分 高校卒 短大卒 大学卒 合　計

職員数の状況

採用と退職

（各年4月1日現在）
職員数（人） 増減区　　分  令和4年度 令和5年度

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

 議　会 7 8 1
 総　務 173 178 5
 税　務 46 47 1
 民　生 69 71 2
 衛　生 69 72 3
 労　働 1 1 0
 農林水産 30 30 0
 商　工 21 21 0
 土　木 54 55 1
 小　計 470 483 13

 水　道 18 19 1
 下水道 19 20 1
 その他 31 30 △1
 小　計 68 69 1

 教　育 117 111 △6
 消　防 117 117 0
 小　計 234 228 △6

 総合計 772 780 8

※対象職員：市長部局の一般職員（年途中の採用・退職者、休職者などを除く）
※1総取得日数を総付与日数（年間）で割った率

 令和4年度 13人 18人 31人
区　分 定年退職 普通退職 合　計

付与日数（年間） 平均取得日数 取得率※1

25.5％10.2日
20日＋前年残日数

※前年の残日数のうち20日を限度に翌
年に繰り越すことができます。

特別職・議員の報酬などの状況

区分
（令和5年4月1日現在）

 市　長 911,000円
 副市長 734,000円
 教育長 677,000円
 議　長 495,000円
 副議長 435,000円
 議　員 411,000円

 給料月額（報酬） 期末手当（年間）そのほかの手当

4.40月分

3.35月分

扶養手当
※支給要件・額は
職員と同じ

給 料 の 状 況

一般行政職の級別職員数 （令和5年4月1日現在）
 級 主な職務 職員数（人） 構成比
 8級  部　長 17 3.7%
 7級  課　長 31 6.7%
 6級  主　幹 55 11.9%
 5級  係　長 116 25.1%
 4級  主　任 58 12.6%
 3級  主　事 81 17.6%
 2級  主　事 64 13.9%
 1級  主事補 39 8.5%
  合　　計 461 100.0%

 掛川市 327,200円 41.7歳
 国 323,711円 42.7歳
 掛川市 329,700円 52.8歳
 国 286,570円 51.1歳

区　　分

一般行政職

技能労務職

平均給料月額 平均年齢
平均給料月額および平均年齢 （令和5年4月1日現在）

経験年数別・学歴別の平均給料月額 （令和5年4月1日現在）

 大学卒 268,673円 366,833円 375,383円

区　分
一般
行政職

 10年 20年 25年

 高校卒 158,900円 150,600円
 大学卒 191,700円 182,200円

区　　分

一般行政職

掛川市 国
初任給 （令和5年4月1日現在）

年次有給休暇の取得状況（令和4年）

採用人数（令和5年4月1日）

退職人数（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職に
ついて学歴別、経験年数別に平均給料月額を比較したものです。国を100
とした場合の数値で、給与水準を表します。

給与水準（ラスパイレス指数）

市職員給与 人件費や職員数などの状況を報告します。
 問人事課（☎21-1366）

掛川市 全国市平均
90

95

105

100

R2
102.2

R4
101.9 R2

98.9

R3
102.2 R3

98.8
R4
98.7

※支給割合は、国と同じです。

※国数値は令和4年4月1日現在

職 員 手 当 の 状 況

   6月期 1.20月分 1.00月分 2.20月分
 12月期 1.20月分 1.00月分 2.20月分
 計 2.40月分 2.00月分 4.40月分

 区　分 期末手当 勤勉手当 計
期末手当および勤勉手当   （令和5年4月1日現在）

20年 25年 35年 最高限度
退職手当 （令和5年4月1日現在）

19.6695月分 28.0395月分 39.7575月分 47.709月分
24.5868月分 33.2707月分 47.709月分  47.709月分定　　年

自己都合
区　分

位置図

家代の里地内市有地の売却に係る
損害賠償請求訴訟について
令和２年６月17日に提訴があった、原告市内不動産業者、被告掛川市の損害賠償請求訴訟について、
令和5年９月１日に判決が確定しましたので、これまでの経過と判決内容などについてお知らせします。

■これまでの経過と判決内容
平成30年3月 不動産業者と市有地売買契約を締結し、所有権移転が完了（売却価格 1,001万8,080円）。
平成30年7月 静岡県と掛川市が都市計画道路の協議をする中で、当該市有地は家代地区計画に定める緑地（行政

財産）ではないかとの指摘を受ける。
令和元年７月 指摘を受けてから、対応について庁内で検討し、静岡県とも協議を重ねてきたが、本来、市が管理

すべき土地であること、また地区計画の見直しが困難であることから、不動産業者に売却した市有
地の返還を依頼。

令和２年 2月 今回の問題に対し、相手方に与えた影響や社会的影響の大きさおよび市民の市に対する信用の失墜
など、問題の重大性に鑑み、買戻しの必要が発覚した後の対応について、当時の市長ほか関係者の
懲戒処分などを実施（市長は給料月額の10分の3を3か月間、副市長、理事兼部長および課長は給
料月額の10分の1を3か月間減給処分）。

令和２年6月 不動産業者は、開発をすることによって得られたであろう利益2億6,172万6,675円の損害賠償を
求める訴えを提起。

令和２年10月 市は、市有地の売買契約を締結したことに過失があったことは認め、市が負うべき損害賠償の範囲
について争うと応訴。

令和２年11月 市は、売却した土地の所有権抹消登記を求める訴えを提起。
令和４年10月 第一審(静岡地方裁判所)判決言い渡し
 不動産業者が、市有地の抹消登記手続き(市有地の返還)をすることと引き換えに、市は市有地の売

払代金の支払いと損害賠償金2,536万1,639円および遅延損害金などの支払いを命ぜられる。
令和４年12月 第一審（静岡地方裁判所）の判決内容に対し、双方不服があり、控訴。
令和５年８月 第二審(東京高等裁判所)判決言い渡し
 不動産業者が、市有地の抹消登記手続き(市有地の返還)をすることと引き換えに、市は市有地の売

払代金の支払いと損害賠償金3,398万1,920円および遅延損害金などの支払いを命ぜられる。
令和５年9月 双方、上告しなかったため、第二審判決で確定。

現況の航空写真

掛川市が本来、市有財産として適正に管理すべき土地（緑地）を市内不動産業者に誤って売却し、損害を与え
たことにつきまして、ご迷惑をお掛けした不動産業者へ私自身が赴き、謝罪をいたしました。長期間にわたり、
不動産業者にご迷惑をお掛けしましたこと、市民の皆様の信頼を損ねたことを心から深くお詫び申し上げます。
今回の判決を受け、弁護士による掛川市職員賠償責任等審査委員会を設置し、退職者を含めた当時の事務処理

に携わった者への求償について検討を始めるとともに、令和２年８月に不適切事務の再発防止のため策定した「不
適切事務再発防止のためのアクションプラン」の検証を行い、職員に対し改めて周知徹底を図ってまいります。
今後は、二度とこのような不適切な事務を起こさないよう、職員一丸となって市民の皆様に信頼される市政運

営に努めてまいります。
 令和５年11月1日　掛川市長　久保田　崇

掛川市
いこいの広場

県総合教育センター
あすなろ

開発予定エリア

売却した土地

資産経営課（☎21-1132） 裁判に関すること
人 事 課（☎21-1366） 職員賠償責任等審査委員会に関すること問
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※職員数は、一般職に属する職員数です。

 令和5年度 5人 0人 34人 39人
区　分 高校卒 短大卒 大学卒 合　計

職 員 数 の 状 況

採用と退職

（各年4月1日現在）
職員数（人） 増減区　　分  令和4年度 令和5年度

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

 議　会 7 8 1
 総　務 173 178 5
 税　務 46 47 1
 民　生 69 71 2
 衛　生 69 72 3
 労　働 1 1 0
 農林水産 30 30 0
 商　工 21 21 0
 土　木 54 55 1
 小　計 470 483 13

 水　道 18 19 1
 下水道 19 20 1
 その他 31 30 △1
 小　計 68 69 1

 教　育 117 111 △6
 消　防 117 117 0
 小　計 234 228 △6

 総合計 772 780 8

※対象職員：市長部局の一般職員（年途中の採用・退職者、休職者などを除く）
※1総取得日数を総付与日数（年間）で割った率

 令和4年度 13人 18人 31人
区　分 定年退職 普通退職 合　計

付与日数（年間） 平均取得日数 取得率※1

25.5％10.2日
20日＋前年残日数

※前年の残日数のうち20日を限度に翌
年に繰り越すことができます。

特別職・議員の報酬などの状況

区分
（令和5年4月1日現在）

 市　長 911,000円
 副市長 734,000円
 教育長 677,000円
 議　長 495,000円
 副議長 435,000円
 議　員 411,000円

 給料月額（報酬） 期末手当（年間）そのほかの手当

4.40月分

3.35月分

扶養手当
※支給要件・額は
職員と同じ

給料の状況

一般行政職の級別職員数 （令和5年4月1日現在）
 級 主な職務 職員数（人） 構成比
 8級  部　長 17 3.7%
 7級  課　長 31 6.7%
 6級  主　幹 55 11.9%
 5級  係　長 116 25.1%
 4級  主　任 58 12.6%
 3級  主　事 81 17.6%
 2級  主　事 64 13.9%
 1級  主事補 39 8.5%
  合　　計 461 100.0%

 掛川市 327,200円 41.7歳
 国 323,711円 42.7歳
 掛川市 329,700円 52.8歳
 国 286,570円 51.1歳

区　　分

一般行政職

技能労務職

平均給料月額 平均年齢
平均給料月額および平均年齢 （令和5年4月1日現在）

経験年数別・学歴別の平均給料月額 （令和5年4月1日現在）

 大学卒 268,673円 366,833円 375,383円

区　分
一般
行政職

 10年 20年 25年

 高校卒 158,900円 150,600円
 大学卒 191,700円 182,200円

区　　分

一般行政職

掛川市 国
初任給 （令和5年4月1日現在）

年次有給休暇の取得状況（令和4年）

採用人数（令和5年4月1日）

退職人数（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職に
ついて学歴別、経験年数別に平均給料月額を比較したものです。国を100
とした場合の数値で、給与水準を表します。

給与水準（ラスパイレス指数）

市職員給与 人件費や職員数などの状況を報告します。
 問人事課（☎21-1366）

掛川市 全国市平均
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※支給割合は、国と同じです。

※国数値は令和4年4月1日現在

職員手当の状況

   6月期 1.20月分 1.00月分 2.20月分
 12月期 1.20月分 1.00月分 2.20月分
 計 2.40月分 2.00月分 4.40月分

 区　分 期末手当 勤勉手当 計
期末手当および勤勉手当   （令和5年4月1日現在）

20年 25年 35年 最高限度
退職手当 （令和5年4月1日現在）

19.6695月分 28.0395月分 39.7575月分 47.709月分
24.5868月分 33.2707月分 47.709月分  47.709月分定　　年

自己都合
区　分

位置図

家代の里地内市有地の売却に係る
損害賠償請求訴訟について
令和２年６月17日に提訴があった、原告市内不動産業者、被告掛川市の損害賠償請求訴訟について、
令和5年９月１日に判決が確定しましたので、これまでの経過と判決内容などについてお知らせします。

■これまでの経過と判決内容
平成30年3月 不動産業者と市有地売買契約を締結し、所有権移転が完了（売却価格 1,001万8,080円）。
平成30年7月 静岡県と掛川市が都市計画道路の協議をする中で、当該市有地は家代地区計画に定める緑地（行政

財産）ではないかとの指摘を受ける。
令和元年７月 指摘を受けてから、対応について庁内で検討し、静岡県とも協議を重ねてきたが、本来、市が管理

すべき土地であること、また地区計画の見直しが困難であることから、不動産業者に売却した市有
地の返還を依頼。

令和２年 2月 今回の問題に対し、相手方に与えた影響や社会的影響の大きさおよび市民の市に対する信用の失墜
など、問題の重大性に鑑み、買戻しの必要が発覚した後の対応について、当時の市長ほか関係者の
懲戒処分などを実施（市長は給料月額の10分の3を3か月間、副市長、理事兼部長および課長は給
料月額の10分の1を3か月間減給処分）。

令和２年6月 不動産業者は、開発をすることによって得られたであろう利益2億6,172万6,675円の損害賠償を
求める訴えを提起。

令和２年10月 市は、市有地の売買契約を締結したことに過失があったことは認め、市が負うべき損害賠償の範囲
について争うと応訴。

令和２年11月 市は、売却した土地の所有権抹消登記を求める訴えを提起。
令和４年10月 第一審(静岡地方裁判所)判決言い渡し
 不動産業者が、市有地の抹消登記手続き(市有地の返還)をすることと引き換えに、市は市有地の売

払代金の支払いと損害賠償金2,536万1,639円および遅延損害金などの支払いを命ぜられる。
令和４年12月 第一審（静岡地方裁判所）の判決内容に対し、双方不服があり、控訴。
令和５年８月 第二審(東京高等裁判所)判決言い渡し
 不動産業者が、市有地の抹消登記手続き(市有地の返還)をすることと引き換えに、市は市有地の売

払代金の支払いと損害賠償金3,398万1,920円および遅延損害金などの支払いを命ぜられる。
令和５年9月 双方、上告しなかったため、第二審判決で確定。

現況の航空写真

掛川市が本来、市有財産として適正に管理すべき土地（緑地）を市内不動産業者に誤って売却し、損害を与え
たことにつきまして、ご迷惑をお掛けした不動産業者へ私自身が赴き、謝罪をいたしました。長期間にわたり、
不動産業者にご迷惑をお掛けしましたこと、市民の皆様の信頼を損ねたことを心から深くお詫び申し上げます。
今回の判決を受け、弁護士による掛川市職員賠償責任等審査委員会を設置し、退職者を含めた当時の事務処理

に携わった者への求償について検討を始めるとともに、令和２年８月に不適切事務の再発防止のため策定した「不
適切事務再発防止のためのアクションプラン」の検証を行い、職員に対し改めて周知徹底を図ってまいります。
今後は、二度とこのような不適切な事務を起こさないよう、職員一丸となって市民の皆様に信頼される市政運

営に努めてまいります。
 令和５年11月1日　掛川市長　久保田　崇

掛川市
いこいの広場

県総合教育センター
あすなろ

開発予定エリア

売却した土地

資産経営課（☎21-1132） 裁判に関すること
人 事 課（☎21-1366） 職員賠償責任等審査委員会に関すること問
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泣いても動いても大丈夫！絵本をスクリーンに映し、
音楽に合わせて自由に動いて楽しむ演奏会です。
　窓口（9：00～17：00）でチケット購入（月曜休館・祝
日の場合は翌日休館）

結婚への一歩を踏み出すため、会話力のスキルアッ
プをしてみませんか。参加者同士でたくさん楽しい
会話をしましょう！
　12/3（日）までに電子申請（応募多数のと
きは抽選）

11/14（火）
9：00～16：30
市役所玄関前集合

どなたでも
30人
参加無料

西部ふくしあ、ヤマハ掛川工場、長福寺、
原里浄水場、吉岡大塚古墳など市内を巡り
ます（昼食代は各自負担）。
　電話（申込順）

掛川市を再発見するバスツアー
　　掛川市勤労者協議会
（☎22-3401）

11/27（月）8：30～14：30
いこいの広場（細谷）
予備日11/29（水）

一般
700円

　11/10（金）・11（土）13：00～15：00に掛
川B&G海洋センター（大池）へ来館

掛川市民グラウンドゴルフ
大会
　中山（☎080-8265-7115）

12/7（木）13：30～15：30
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
参加無料

不動産の売買、賃貸借などについて協会役
員・弁護士が相談に応じます。
　直接会場へ

不動産無料相談会
　（公社）全日本不動産協会
静岡県本部（☎054-285-1208）

12/9（土）13：30～
（開場13：00）
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
一般800円/人
高校生以下
500円/人

2台のグランドピアノとティンパニの演奏によ
る第九や、「群青」などシティコーラスの演奏
　生涯学習センター、シオーネ、美感ホール
でチケットを購入

Kakegawaシティコーラス
第5回演奏会
　久米（☎080-6910-2915）

毎週水曜日10：00～
小笠山総合運動公園エコパ
P10集合

4～5㌔歩け
る方
参加無料

体操は指導員が行います。
保険はないため自己責任でお願いします。
　電話

ノルディックでエコパの散
策道を楽しく歩こう
　　清水（☎090-8074-5313）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

伝言板 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

11/11（土）～19（日）
9：00～17：00
※16（木）は19：00まで
大東図書館（大坂）

どなたでも
入場無料

「税を考える週間」
小・中学生の税に関する
作品展
　納税課（☎21-1206）

税に関する小学生の習字とポスター、中学生の作文
を展示します。この機会に税の仕組みや目的などを
考えてみませんか。
　直接会場へ（月曜休館）

11/19（日）10：00～15：00
天竜浜名湖鉄道天竜二
俣駅構内（浜松市天竜区）

大人400円
1歳～小学生
100円
※天浜線での
来場者無料

天浜線フェスタ2023
　天竜浜名湖鉄道
（☎053-925-2276）
　都市政策課（☎21-1151）

車両下回り見学コーナー、レールカット・販売、高所作
業車から車両基地観察、作業用車両、鉄道模型展示
など
　直接会場へ

11/19（日）13：30～
大須賀市民交流セン
ター（西大渕）

どなたでも
50人
参加無料

ひきこもり学習会
　福祉課（☎21-1215）
　　掛川市ひきこもり
地域支援センター
（☎080-4297-5194）

ひきこもり状態にある方、生きづらさを抱えている方
同士やご家族同士が悩みや相談ができるつどいの
場となるように、交流会を開催します。
　電子申請、電話

11/22（水）14：00～
市役所4階会議室

市内在住の方、
市内の企業関
係者
参加無料

就労支援講演会
「発達障がいへの理解と
サポートについて」
　　福祉課（☎21-1329・
FAX21-1163）

発達障がいへの理解促進、職場などでのサポートな
どについて、発達障害者支援コーディネーター岡本
あやさんによる講演会を開催します。
　電子申請、メール（shogai-shuro@city.
kakegawa.shizuoka.jp）、電話、FAX

11/23（木・祝）
9：00～12：00
JA掛川市本所（千羽）

どなたでも
入場無料

掛川農業祭
　JA掛川市（☎20-0810）
　農林課（☎21-1147）

農産物展示即売会などを行います。
※乗り合いまたは公共交通機関でお越しください。
　直接会場へ

11/25（土）
13：30～15：30
竹の丸（掛川）

30～45歳独身
の男女各14人
700円

おせっかい婚活サポー
ター主催「カフェ婚活」
　　企画政策課
（☎21-1208）

竹の丸カフェの人気メニューと回転方式の自己紹介
やグループトークを楽しめます。結婚への一歩を踏
み出してみませんか。
　11/12（日）までに電子申請（申込多数の
ときは抽選）

11/26（日）、12/9（土）、
R6/1/14（日）
9：30～、10：30～、11：30～
中央図書館（掛川）

市内在住また
は在勤（在学）
の方3人
相談無料

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。※オンラインでの相談も応じます（メールアド
レス、インターネット環境が必要です）。
　電話（申込順）

11/26（日）
10：00～15：30
吉岡彌生記念館（下土方）

どなたでも
入館無料

開館25周年記念日
「秋のイベントデー」
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

生家案内、クイズラリー、バルーンアート、ヨーヨー釣
りなど、当館のボランティアによるイベントです。
　直接会場へ

11/26（日）～12/24（日）
9：00～17：00
（入館16：30まで）
吉岡彌生記念館（下土方）

どなたでも
200円（中学
生以下無料）

開館25周年記念
交流出張展
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

今年、二の丸美術館と吉岡彌生記念館はともに開館
25周年を迎えました。この節目を記念し、交流展示
を開催します。
　直接会場へ（月曜・第4火曜・展示替え期間休館）

12/9（土）9：30～13：00
千浜農村環境改善セン
ター（千浜）

どなたでも
16人
参加料 200円
材料費2,300円

おもてなし料理
　　千浜農村環境改善
センター（☎72-5028・
FAX63-3057）

親しい友人や家族が集まったら手軽にできる中華で
おもてなし！レンジで手軽に中華おこわが作れます！
　11/7（火）～電話、FAXまたは来館（申込順・月曜
休館）

12/6（水）10：00～11：30
大須賀中央公民館（西
大渕）

どなたでも
20人
参加無料

消費者トラブル・詐欺予
防講座
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

ネットや携帯詐欺など各種事例を学んで予防対策が
できる貴重な講座です。ぜひ、参加ください。
　11/7（火）～電話または来館（申込順・月曜休館）

12/10（日）9：45～11：50、
14：00～16：05
大須賀中央公民館（西
大渕）

市内在住の方
参加無料
各回200人

映画上映会
「南極料理人」
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

南極観測隊員の料理人として派遣されることとなっ
た主人公と隊員たちを描いたコメディ映画
監督：沖田修一、出演：堺雅人他
　11/7（火）～電話または来館（申込順・月曜休館）

まちづくり協働センターfacebookでは市民活動に関する情報を掲載しています。
掲載を希望する場合は右の二次元コードをご確認ください。

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

①11/19（日）～26（日）
大須賀図書館（西大渕）
②11/29（水）～12/3（日）
中央図書館（掛川）

どなたでも
入場無料

掛川ほんわか俳句大賞の入賞作品を句題と
なった土屋由美子さんの写真とともに展示
します。
　直接会場へ

掛川ほんわか俳句大賞
「この写真で一句」入賞作品
の発表展示会
　三宅（☎090-4119-6270）

12/10（日）
10：00～12：00
生涯学習センター（御所
原）

どなたでも
60人
参加無料

年金セミナー
　　（一財）県年金福祉協
会（☎054-251-2767）
　産業労働政策課
（☎21-1125）

60歳以降の生活設計に役立てるための年金、健康
保険、失業保険のセミナーです。
　12/6（水）までに電話（申込順）

12/16（土）
13：30～15：30
市役所4階会議室

25～50歳
独身の方30人
参加無料

掛川市主催「自分磨き
セミナー」
　　企画政策課（☎21-1208）

R6/1/17（水）・18（木）
9：20～16：00
市消防本部3階（掛川）

防火管理者に
選任予定の方
60人
受講料3,850
円（テキスト代）

甲種防火管理新規講習
　　消防本部予防課
（☎21-6104）

令和5年度の甲種防火管理新規講習です。
持ち物　筆記用具、受講票、昼食
　11/21（火）～12/11（月）までに所定の申込用紙、
顔写真1枚（縦3㌢×横2.4㌢）を持って直接申込（申
込用紙は申し込み期間内に予防課で取得）

R6/1/20（土）
①10：30～②13：30～
全席自由席
美感ホール（亀の甲）

前売り一般
1,500円
3歳～高校生
500円
（3歳未満で
席が必要な場
合500円）

0歳の赤ちゃんから楽し
めるクラリネットと絵本
のコンサート
　　美感ホール（☎23-6543）

金曜日　月2～4回
18：00～19：00
たまり～な（満水）

小学生
4,620円/月

こども器械体操教室
　　たまり～な
（☎24-2722）

無料体験実施中。楽しみながら自信をつけ、友達と
一緒に素晴らしい瞬間を共有しましょう。
　受付時間 9：00～21：00（火曜休館）

金曜日　月3～4回
①15：00～16：00
②16：00～17：00
たまり～な（満水）

①3～6歳
②小学1年～
3年生
4,400円/月

こども英会話教室
　　たまり～な
（☎24-2722）

無料体験実施中。楽しみながら学べるレッスンで、英
語を身に付けることができます。
　受付時間 9：00～21：00（火曜休館）
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泣いても動いても大丈夫！絵本をスクリーンに映し、
音楽に合わせて自由に動いて楽しむ演奏会です。
　窓口（9：00～17：00）でチケット購入（月曜休館・祝
日の場合は翌日休館）

結婚への一歩を踏み出すため、会話力のスキルアッ
プをしてみませんか。参加者同士でたくさん楽しい
会話をしましょう！
　12/3（日）までに電子申請（応募多数のと
きは抽選）

11/14（火）
9：00～16：30
市役所玄関前集合

どなたでも
30人
参加無料

西部ふくしあ、ヤマハ掛川工場、長福寺、
原里浄水場、吉岡大塚古墳など市内を巡り
ます（昼食代は各自負担）。
　電話（申込順）

掛川市を再発見するバスツアー
　　掛川市勤労者協議会
（☎22-3401）

11/27（月）8：30～14：30
いこいの広場（細谷）
予備日11/29（水）

一般
700円

　11/10（金）・11（土）13：00～15：00に掛
川B&G海洋センター（大池）へ来館

掛川市民グラウンドゴルフ
大会
　中山（☎080-8265-7115）

12/7（木）13：30～15：30
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
参加無料

不動産の売買、賃貸借などについて協会役
員・弁護士が相談に応じます。
　直接会場へ

不動産無料相談会
　（公社）全日本不動産協会
静岡県本部（☎054-285-1208）

12/9（土）13：30～
（開場13：00）
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
一般800円/人
高校生以下
500円/人

2台のグランドピアノとティンパニの演奏によ
る第九や、「群青」などシティコーラスの演奏
　生涯学習センター、シオーネ、美感ホール
でチケットを購入

Kakegawaシティコーラス
第5回演奏会
　久米（☎080-6910-2915）

毎週水曜日10：00～
小笠山総合運動公園エコパ
P10集合

4～5㌔歩け
る方
参加無料

体操は指導員が行います。
保険はないため自己責任でお願いします。
　電話

ノルディックでエコパの散
策道を楽しく歩こう
　　清水（☎090-8074-5313）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

伝言板 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

11/11（土）～19（日）
9：00～17：00
※16（木）は19：00まで
大東図書館（大坂）

どなたでも
入場無料

「税を考える週間」
小・中学生の税に関する
作品展
　納税課（☎21-1206）

税に関する小学生の習字とポスター、中学生の作文
を展示します。この機会に税の仕組みや目的などを
考えてみませんか。
　直接会場へ（月曜休館）

11/19（日）10：00～15：00
天竜浜名湖鉄道天竜二
俣駅構内（浜松市天竜区）

大人400円
1歳～小学生
100円
※天浜線での
来場者無料

天浜線フェスタ2023
　天竜浜名湖鉄道
（☎053-925-2276）
　都市政策課（☎21-1151）

車両下回り見学コーナー、レールカット・販売、高所作
業車から車両基地観察、作業用車両、鉄道模型展示
など
　直接会場へ

11/19（日）13：30～
大須賀市民交流セン
ター（西大渕）

どなたでも
50人
参加無料

ひきこもり学習会
　福祉課（☎21-1215）
　　掛川市ひきこもり
地域支援センター
（☎080-4297-5194）

ひきこもり状態にある方、生きづらさを抱えている方
同士やご家族同士が悩みや相談ができるつどいの
場となるように、交流会を開催します。
　電子申請、電話

11/22（水）14：00～
市役所4階会議室

市内在住の方、
市内の企業関
係者
参加無料

就労支援講演会
「発達障がいへの理解と
サポートについて」
　　福祉課（☎21-1329・
FAX21-1163）

発達障がいへの理解促進、職場などでのサポートな
どについて、発達障害者支援コーディネーター岡本
あやさんによる講演会を開催します。
　電子申請、メール（shogai-shuro@city.
kakegawa.shizuoka.jp）、電話、FAX

11/23（木・祝）
9：00～12：00
JA掛川市本所（千羽）

どなたでも
入場無料

掛川農業祭
　JA掛川市（☎20-0810）
　農林課（☎21-1147）

農産物展示即売会などを行います。
※乗り合いまたは公共交通機関でお越しください。
　直接会場へ

11/25（土）
13：30～15：30
竹の丸（掛川）

30～45歳独身
の男女各14人
700円

おせっかい婚活サポー
ター主催「カフェ婚活」
　　企画政策課
（☎21-1208）

竹の丸カフェの人気メニューと回転方式の自己紹介
やグループトークを楽しめます。結婚への一歩を踏
み出してみませんか。
　11/12（日）までに電子申請（申込多数の
ときは抽選）

11/26（日）、12/9（土）、
R6/1/14（日）
9：30～、10：30～、11：30～
中央図書館（掛川）

市内在住また
は在勤（在学）
の方3人
相談無料

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。※オンラインでの相談も応じます（メールアド
レス、インターネット環境が必要です）。
　電話（申込順）

11/26（日）
10：00～15：30
吉岡彌生記念館（下土方）

どなたでも
入館無料

開館25周年記念日
「秋のイベントデー」
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

生家案内、クイズラリー、バルーンアート、ヨーヨー釣
りなど、当館のボランティアによるイベントです。
　直接会場へ

11/26（日）～12/24（日）
9：00～17：00
（入館16：30まで）
吉岡彌生記念館（下土方）

どなたでも
200円（中学
生以下無料）

開館25周年記念
交流出張展
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

今年、二の丸美術館と吉岡彌生記念館はともに開館
25周年を迎えました。この節目を記念し、交流展示
を開催します。
　直接会場へ（月曜・第4火曜・展示替え期間休館）

12/9（土）9：30～13：00
千浜農村環境改善セン
ター（千浜）

どなたでも
16人
参加料 200円
材料費2,300円

おもてなし料理
　　千浜農村環境改善
センター（☎72-5028・
FAX63-3057）

親しい友人や家族が集まったら手軽にできる中華で
おもてなし！レンジで手軽に中華おこわが作れます！
　11/7（火）～電話、FAXまたは来館（申込順・月曜
休館）

12/6（水）10：00～11：30
大須賀中央公民館（西
大渕）

どなたでも
20人
参加無料

消費者トラブル・詐欺予
防講座
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

ネットや携帯詐欺など各種事例を学んで予防対策が
できる貴重な講座です。ぜひ、参加ください。
　11/7（火）～電話または来館（申込順・月曜休館）

12/10（日）9：45～11：50、
14：00～16：05
大須賀中央公民館（西
大渕）

市内在住の方
参加無料
各回200人

映画上映会
「南極料理人」
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

南極観測隊員の料理人として派遣されることとなっ
た主人公と隊員たちを描いたコメディ映画
監督：沖田修一、出演：堺雅人他
　11/7（火）～電話または来館（申込順・月曜休館）

まちづくり協働センターfacebookでは市民活動に関する情報を掲載しています。
掲載を希望する場合は右の二次元コードをご確認ください。

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

①11/19（日）～26（日）
大須賀図書館（西大渕）
②11/29（水）～12/3（日）
中央図書館（掛川）

どなたでも
入場無料

掛川ほんわか俳句大賞の入賞作品を句題と
なった土屋由美子さんの写真とともに展示
します。
　直接会場へ

掛川ほんわか俳句大賞
「この写真で一句」入賞作品
の発表展示会
　三宅（☎090-4119-6270）

12/10（日）
10：00～12：00
生涯学習センター（御所
原）

どなたでも
60人
参加無料

年金セミナー
　　（一財）県年金福祉協
会（☎054-251-2767）
　産業労働政策課
（☎21-1125）

60歳以降の生活設計に役立てるための年金、健康
保険、失業保険のセミナーです。
　12/6（水）までに電話（申込順）

12/16（土）
13：30～15：30
市役所4階会議室

25～50歳
独身の方30人
参加無料

掛川市主催「自分磨き
セミナー」
　　企画政策課（☎21-1208）

R6/1/17（水）・18（木）
9：20～16：00
市消防本部3階（掛川）

防火管理者に
選任予定の方
60人
受講料3,850
円（テキスト代）

甲種防火管理新規講習
　　消防本部予防課
（☎21-6104）

令和5年度の甲種防火管理新規講習です。
持ち物　筆記用具、受講票、昼食
　11/21（火）～12/11（月）までに所定の申込用紙、
顔写真1枚（縦3㌢×横2.4㌢）を持って直接申込（申
込用紙は申し込み期間内に予防課で取得）

R6/1/20（土）
①10：30～②13：30～
全席自由席
美感ホール（亀の甲）

前売り一般
1,500円
3歳～高校生
500円
（3歳未満で
席が必要な場
合500円）

0歳の赤ちゃんから楽し
めるクラリネットと絵本
のコンサート
　　美感ホール（☎23-6543）

金曜日　月2～4回
18：00～19：00
たまり～な（満水）

小学生
4,620円/月

こども器械体操教室
　　たまり～な
（☎24-2722）

無料体験実施中。楽しみながら自信をつけ、友達と
一緒に素晴らしい瞬間を共有しましょう。
　受付時間 9：00～21：00（火曜休館）

金曜日　月3～4回
①15：00～16：00
②16：00～17：00
たまり～な（満水）

①3～6歳
②小学1年～
3年生
4,400円/月

こども英会話教室
　　たまり～な
（☎24-2722）

無料体験実施中。楽しみながら学べるレッスンで、英
語を身に付けることができます。
　受付時間 9：00～21：00（火曜休館）
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「広報かけがわ」多言語対応　ポルトガル語や英語で読める！聞ける！

■Multilingual version of the “Public Information Magazine of Kakegawa” is now available on a “Digital Book”!
■A versão em português do Informativo de Kakegawa se tornará “Digital Book”!
英
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市公式 Facebook
広報担当が取
材した記事を
中心に更新

市防災メールマガジン
土砂災害警戒情
報や大雨情報な
どメールで受信

子育て情報サイト「かけっこ」
健診・予防接種、イベ
ント、子育てアドバイス
など幅広い情報満載

市公式 X（旧Twitter）
市のイベント
や防災情報な
どを発信

11月のけっトラ市は
18日（土）9：00～正午
　実行委員会（☎61-1151）

11月のけっトラ市は
18日（土）9：00～正午
　実行委員会（☎61-1151）

風水害・地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます

危機管理課（☎21-1131）
令和5年10月１日現在の寄付金額

 区分 件数 金額（円）
 個人 5 107,000
 法人 59 31,975,292
 団体 44 1,808,116
 合計 108   33,890,408
みなさんからいただいた寄付金
の最新情報などは、二次元コード
または市ホームページ下部の「注
目ページ」からご覧いただけます。

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市役所、支所、金融機関、コン
ビニエンスストア、アプリ決済、地
方税お支払サイトのホームペー
ジから納付できます。口座振替の
方は口座残高をご確認ください。

納期限は12月5日（火）
　納税課（☎21-1206）

納期限情報
納税は口座振替が便利です

国民健康保険税第5期
固定資産税・都市計画税第４期

子育て支援パートナーシップ
買物券を配付

　掛川市地域協働経済支援協議会
（掛川商工会議所内）（☎22-5151）
　産業労働政策課（☎21-1125）

11月下旬から対象者の属する世帯
主宛てに順次配付します。
配付物　買物券5,000円（1,000円券
×5枚）
対象者　令和5年9月1日現在、住民 
登録している平成17年4月2日以降 
に生まれた方
配付方法　対象者の属する世帯主へ
ゆうパックで郵送
使用期間　令和6年1月31日（水）まで
問い合わせ先　店舗、使用、その他：掛
川市地域協働経済支援協議会
　配付：産業労働政策課

新型コロナワクチン
秋開始接種実施中

　コールセンター（☎050-2018-7455）
健康医療課（☎64-5671）

初回接種を完了し前回接種から3か
月経過した方は、令和5年秋開始接種
期間（9月20日～令和6年3月31日）に
1人1回XBB対応ワクチンの接種を受
けることができます。
接種は、各医療機関、集団接種会場

で受けられます。
接種を希望する方は、お手元に接種
券を用意し、各医療機関、市ホーム
ページまたはコールセンターで予約を
してください。集団接種は、11月12日
（日）・25日（土）・26日（日）に、市内3会
場で実施予定です。
接種券を紛失した方は、電子申請ま

たは本人確認書類を持って徳育保健
センター、大東・大須賀ふくしあの窓口
で申請をお願いします。
初回接種の方もXBB対応ワクチン

を接種できます。
詳しくは市ホームページを

ご確認ください。

プロバスケの試合にご招待
　　（株）フェニックス（☎0532-35-7528）
文化・スポーツ振興課（☎21-1159）

プロバスケットボールクラブ「三遠ネ
オフェニックス」の試合に市内在住の
方を各日100人ご招待します。
とき　12月23日（土）午後3時05分～
24日（日）午後3時05分～

ところ　浜松アリーナ（浜松市）
※詳しくは、市ホームページを
ご確認ください。

令和6年度市立幼稚園・認定
こども園入園児二次募集
　  こども希望課（☎21-1205）
定員に空きがある園で二次募集を
行います。空き状況は11月1日（水）以
降にこども希望課へお問い合わせくだ
さい。
対象園　すこやかこども園（幼稚園利
用）、三笠幼稚園、さかがわ幼稚園
対象児　平成30年4月2日～令和3年
4 月1日生まれの幼児
応募方法　必ず対象児と一緒に希望 
する園にお出かけください
応募日時　11月15日（水）・16日（木）
午後2時～4時
※希望者多数のときは地元地区を優
　先したうえで抽選します。

行財政改革審議会委員を
募集します

　　企画政策課（☎21-1127・FAX21-1167）
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

活動内容　市長の諮問に応じ、市の 
行財政改革の推進に関する事項を 
調査・審議します。年4回程度
募集人数　若干名
任期　令和6年1月～令和7年12月
応募資格　市内に住民登録があり、 
令和5年4月1日時点で満18歳以上
の方
※国会議員、地方公共団体の議員、行
政機関職員は応募できません。
応募方法　市ホームページからダウ 
ンロードした応募用紙に必要事項 
を記入し、指定するテーマの論文
（1,000字程度）を添付し、市役所
5階企画政策課へ提出、郵送
（〒436-8650 掛川市長谷1-1-1）、 
FAXまたはメールで応募
応募期限　11月30日（木）必着
選考方法　書類選考（必要に応じ面
接）。結果は応募者全員に文書で通知
※応募書類は返却不可。また、選考以外
の目的には使用しません。
※ホームページは右の二次元
コードからご覧いただけます。

県最低賃金を984円に改定
　静岡労働局賃金室（☎054-254-6315）
県内の事業場で働く全ての労働者

（パート・アルバイトなど含む）に適用さ
れる「静岡県最低賃金」が改定され、令
和5年10月1日から「時間額984円」と
なりました。
なお、特定の産業には特定（産業別）
最低賃金が定められています。

認定長期優良住宅の抽出調査
　都市政策課（☎21-1152）

税制や融資で優遇措置を受けてい
る認定長期優良住宅にお住まいの方
は、維持保全に関する記録の保存・作
成が定められています。次の対象住宅
から無作為に抽出された方に報告を
依頼します。ご協力をお願いします。
対象　平成24年4月～平成25年3
月、または平成29年4月～平成30
年3月に工事が完了した住宅 
提出期限　11月30日（木）

65歳以上の障害者控除認定
　長寿推進課（☎21-1142）

障害者手帳をお持ちでない満65歳
以上の方で、要介護者または要支援者
の認定を受けている方のうち障がい
者に準ずると認められる場合は、障害
者手帳と同様に所得税などの控除を
受けられます。認定を希望される方
は、長寿推進課または南部大東・大須
賀ふくしあへ申請してください。令和5
年分の認定書は、令和6年1月以降の
申請受け付けです。
なお、障がい状況に変化がある場合

を除き、既に認定を受けている方は、
その際の認定書で引き続き控除が受
けられます。

インボイス発行事業者は
消費税の申告が必要になります
　掛川税務署（☎22-5141）

令和5年10月からインボイス制度が
開始されました。基準期間の課税売上
高が1,000万円以下の事業者は、原
則として消費税の納税義務が免除さ
れますが、インボイス発行事業者は、
基準期間の課税売上高が1,000万円
以下であっても、消費税の申告が必要
になります。
個人事業主の方は、国税庁ホーム

ページの「確定申告書等作成コー
ナー」から消費税の確定申告書を作成
できるほか、マイナンバーカードとス
マートフォンがあればe-Tax（電子申
告）による提出が可能です。

12月2日（土）市民課窓口
業務を一部制限
　市民課（☎21-1141）

電気設備点検のため、12月2日（土）
は次の業務ができません。ご協力をお
願いします。
①コンビニエンスストアでの住民票な
ど証明書の交付
②火葬許可証の発行（株）まつだ配管 （☎26‐3261）

（株）浅岡工業 （☎24‐2611）
（有）諸星配管 （☎22‐2975）
（株）トダックス （☎26‐2161）
（有）松井管工 （☎23‐0581）
（株）マツイ健設 （☎23‐8691）
協和水道（株） （☎26‐1331）
（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）
（株）まつだ配管 （☎26‐3261）
（株）浅岡工業 （☎24‐2611）
（有）諸星配管 （☎22‐2975）

（有）浅岡管興 （☎48‐4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74‐3340）
（有）大城配管　　 （☎72‐4685）
（有）大澄設備 （☎48‐4476）
（有）北端工務店 （☎74‐2445）
シンワ設備（株） （☎24‐3３22）
（有）静管興業 （☎72‐4705）
（有）土屋設備 （☎４8‐2093）
綱取管興 （☎48‐2004）
（有）林配管 （☎72‐5515）
（有）豊設備 （☎72‐5630）
（株）横山設備 （☎48‐6561）

 11/ 3 （金・祝）
  4 （土）
  5 （日）
  11 （土）
  12 （日）
  18 （土）
         19 （日）
   23 （木・祝）
   25 （土）
   26 （日）
12/  2 （土）
  3 （日）

 11/ 3 （金・祝）
  4 （土）
  5 （日）
  11 （土）
  12 （日）
  18 （土）
         19 （日）
   23 （木・祝）
   25 （土）
   26 （日）
12/  2 （土）
  3 （日）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 11/3～12/ 3

令和6年掛川市二十歳の集い（旧成人式） 1月7日（日）に開催
　　教育政策課（☎21-1157）

開催日　令和6年1月7日（日）
会場および時間

対象　平成15年4月2日～平成16年4月1日までに生まれた方
※市内に住所のある方には、案内状を11月下旬に発送いたします。
案内状がなくても出席できますので、当日会場にお越しください。

地　区 と　こ　ろ 時　間
掛川区域
【前半】西中、原野谷中、桜が丘中学区
【後半】東中、北中、栄川中学区
大東区域
大須賀区域

【前半】午前10時30分～
11時30分

【後半】午後2時～3時
午後0時15分～1時30分
午後1時15分～2時30分

生涯学習センター（御所原）

文化会館シオーネ（大坂）
大須賀中央公民館（西大渕）
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納税は口座振替が便利です

国民健康保険税第5期
固定資産税・都市計画税第４期

子育て支援パートナーシップ
買物券を配付

　掛川市地域協働経済支援協議会
（掛川商工会議所内）（☎22-5151）
　産業労働政策課（☎21-1125）

11月下旬から対象者の属する世帯
主宛てに順次配付します。
配付物　買物券5,000円（1,000円券
×5枚）
対象者　令和5年9月1日現在、住民 
登録している平成17年4月2日以降 
に生まれた方
配付方法　対象者の属する世帯主へ
ゆうパックで郵送
使用期間　令和6年1月31日（水）まで
問い合わせ先　店舗、使用、その他：掛
川市地域協働経済支援協議会
　配付：産業労働政策課

新型コロナワクチン
秋開始接種実施中

　コールセンター（☎050-2018-7455）
健康医療課（☎64-5671）

初回接種を完了し前回接種から3か
月経過した方は、令和5年秋開始接種
期間（9月20日～令和6年3月31日）に
1人1回XBB対応ワクチンの接種を受
けることができます。
接種は、各医療機関、集団接種会場

で受けられます。
接種を希望する方は、お手元に接種
券を用意し、各医療機関、市ホーム
ページまたはコールセンターで予約を
してください。集団接種は、11月12日
（日）・25日（土）・26日（日）に、市内3会
場で実施予定です。
接種券を紛失した方は、電子申請ま

たは本人確認書類を持って徳育保健
センター、大東・大須賀ふくしあの窓口
で申請をお願いします。
初回接種の方もXBB対応ワクチン

を接種できます。
詳しくは市ホームページを

ご確認ください。

プロバスケの試合にご招待
　　（株）フェニックス（☎0532-35-7528）
文化・スポーツ振興課（☎21-1159）

プロバスケットボールクラブ「三遠ネ
オフェニックス」の試合に市内在住の
方を各日100人ご招待します。
とき　12月23日（土）午後3時05分～
24日（日）午後3時05分～

ところ　浜松アリーナ（浜松市）
※詳しくは、市ホームページを
ご確認ください。

令和6年度市立幼稚園・認定
こども園入園児二次募集
　  こども希望課（☎21-1205）
定員に空きがある園で二次募集を
行います。空き状況は11月1日（水）以
降にこども希望課へお問い合わせくだ
さい。
対象園　すこやかこども園（幼稚園利
用）、三笠幼稚園、さかがわ幼稚園
対象児　平成30年4月2日～令和3年
4 月1日生まれの幼児
応募方法　必ず対象児と一緒に希望 
する園にお出かけください
応募日時　11月15日（水）・16日（木）
午後2時～4時
※希望者多数のときは地元地区を優
　先したうえで抽選します。

行財政改革審議会委員を
募集します

　　企画政策課（☎21-1127・FAX21-1167）
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

活動内容　市長の諮問に応じ、市の 
行財政改革の推進に関する事項を 
調査・審議します。年4回程度
募集人数　若干名
任期　令和6年1月～令和7年12月
応募資格　市内に住民登録があり、 
令和5年4月1日時点で満18歳以上
の方
※国会議員、地方公共団体の議員、行
政機関職員は応募できません。
応募方法　市ホームページからダウ 
ンロードした応募用紙に必要事項 
を記入し、指定するテーマの論文
（1,000字程度）を添付し、市役所
5階企画政策課へ提出、郵送
（〒436-8650 掛川市長谷1-1-1）、 
FAXまたはメールで応募
応募期限　11月30日（木）必着
選考方法　書類選考（必要に応じ面
接）。結果は応募者全員に文書で通知
※応募書類は返却不可。また、選考以外
の目的には使用しません。
※ホームページは右の二次元
コードからご覧いただけます。

県最低賃金を984円に改定
　静岡労働局賃金室（☎054-254-6315）
県内の事業場で働く全ての労働者

（パート・アルバイトなど含む）に適用さ
れる「静岡県最低賃金」が改定され、令
和5年10月1日から「時間額984円」と
なりました。
なお、特定の産業には特定（産業別）
最低賃金が定められています。

認定長期優良住宅の抽出調査
　都市政策課（☎21-1152）

税制や融資で優遇措置を受けてい
る認定長期優良住宅にお住まいの方
は、維持保全に関する記録の保存・作
成が定められています。次の対象住宅
から無作為に抽出された方に報告を
依頼します。ご協力をお願いします。
対象　平成24年4月～平成25年3
月、または平成29年4月～平成30
年3月に工事が完了した住宅 
提出期限　11月30日（木）

65歳以上の障害者控除認定
　長寿推進課（☎21-1142）

障害者手帳をお持ちでない満65歳
以上の方で、要介護者または要支援者
の認定を受けている方のうち障がい
者に準ずると認められる場合は、障害
者手帳と同様に所得税などの控除を
受けられます。認定を希望される方
は、長寿推進課または南部大東・大須
賀ふくしあへ申請してください。令和5
年分の認定書は、令和6年1月以降の
申請受け付けです。
なお、障がい状況に変化がある場合

を除き、既に認定を受けている方は、
その際の認定書で引き続き控除が受
けられます。

インボイス発行事業者は
消費税の申告が必要になります
　掛川税務署（☎22-5141）

令和5年10月からインボイス制度が
開始されました。基準期間の課税売上
高が1,000万円以下の事業者は、原
則として消費税の納税義務が免除さ
れますが、インボイス発行事業者は、
基準期間の課税売上高が1,000万円
以下であっても、消費税の申告が必要
になります。
個人事業主の方は、国税庁ホーム

ページの「確定申告書等作成コー
ナー」から消費税の確定申告書を作成
できるほか、マイナンバーカードとス
マートフォンがあればe-Tax（電子申
告）による提出が可能です。

12月2日（土）市民課窓口
業務を一部制限
　市民課（☎21-1141）

電気設備点検のため、12月2日（土）
は次の業務ができません。ご協力をお
願いします。
①コンビニエンスストアでの住民票な
ど証明書の交付
②火葬許可証の発行（株）まつだ配管 （☎26‐3261）

（株）浅岡工業 （☎24‐2611）
（有）諸星配管 （☎22‐2975）
（株）トダックス （☎26‐2161）
（有）松井管工 （☎23‐0581）
（株）マツイ健設 （☎23‐8691）
協和水道（株） （☎26‐1331）
（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）
（株）まつだ配管 （☎26‐3261）
（株）浅岡工業 （☎24‐2611）
（有）諸星配管 （☎22‐2975）

（有）浅岡管興 （☎48‐4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74‐3340）
（有）大城配管　　 （☎72‐4685）
（有）大澄設備 （☎48‐4476）
（有）北端工務店 （☎74‐2445）
シンワ設備（株） （☎24‐3３22）
（有）静管興業 （☎72‐4705）
（有）土屋設備 （☎４8‐2093）
綱取管興 （☎48‐2004）
（有）林配管 （☎72‐5515）
（有）豊設備 （☎72‐5630）
（株）横山設備 （☎48‐6561）

 11/ 3 （金・祝）
  4 （土）
  5 （日）
  11 （土）
  12 （日）
  18 （土）
         19 （日）
   23 （木・祝）
   25 （土）
   26 （日）
12/  2 （土）
  3 （日）

 11/ 3 （金・祝）
  4 （土）
  5 （日）
  11 （土）
  12 （日）
  18 （土）
         19 （日）
   23 （木・祝）
   25 （土）
   26 （日）
12/  2 （土）
  3 （日）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 11/3～12/ 3

令和6年掛川市二十歳の集い（旧成人式） 1月7日（日）に開催
　　教育政策課（☎21-1157）

開催日　令和6年1月7日（日）
会場および時間

対象　平成15年4月2日～平成16年4月1日までに生まれた方
※市内に住所のある方には、案内状を11月下旬に発送いたします。
案内状がなくても出席できますので、当日会場にお越しください。

地　区 と　こ　ろ 時　間
掛川区域
【前半】西中、原野谷中、桜が丘中学区
【後半】東中、北中、栄川中学区
大東区域
大須賀区域

【前半】午前10時30分～
11時30分

【後半】午後2時～3時
午後0時15分～1時30分
午後1時15分～2時30分

生涯学習センター（御所原）

文化会館シオーネ（大坂）
大須賀中央公民館（西大渕）
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図書館へ行こう
12月

徳育

徳育

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

健診・相談・予防接種
説明会

案内はがきに記載
徳育

1歳6か月児
健康診査

13：00～13：30

徳育 20 水

 20 水

生後4～8か月児の親（予約制）
（ホームページから申し込み）

令和 5年 5月 1日 ～ 10日出生児
令和 5年 5月 11日 ～ 20日出生児
令和 5年 5月 21日 ～ 31日出生児
令和 4年 5月 1日 ～ 10日出生児
令和 4年 5月 11日 ～ 20日出生児
令和 4年 5月 21日 ～ 31日出生児
令和 3年 9月 1日 ～ 10日出生児
令和 3年 9月 11日 ～ 20日出生児
令和 3年 9月 21日 ～ 30日出生児

12
13
19
7
12
15
6
13
19
8
14
18

火
水
火
木
火
金
水
水
火
金
木
月

令和 5年10月出生児1  金

徳育
 5 火

離乳食教室
もぐもぐ教室 9：15～9：30

令和 2年 11月 21日 ～30日出生児

令和 2年 11月 1日 ～ 10日出生児
令和 2年 11月 11日 ～ 20日出生児

出産を控えた夫婦（予約制）
（ホームページから申し込み）

(両親育児編)
13：15～13：30
(絆はぐくみ編)
9：15～9：30

パ
パ
マ
マ

セ
ミ
ナ
ー

「神経発達症」には、生まれもった脳の機能として、得意なこ
とと不得意なことの差が大きいという特性があります。そのた
め、対人関係や社会生活などに支障をきたすことがあり、周囲
の方の理解や配慮が必要です。どんな配慮が必要か一緒に考え
てみませんか。
〇分かりやすく伝える工夫を
短文で「何をして欲しいか」を具体的かつ肯定的な言葉で伝える。
〇得意なことを伸ばす
できていることや長所を認め、才能を発揮できる機会を作る。
〇できないことを責めない
うまくいかないとき、本人の自覚や努力が足りないからと考
えるのはやめる。本人の気持ちに寄り沿い支援する。
〇ステップアップは少しずつ
小さな目標でも、達成できた経験を積み重ね、自信につなげる。
〇正しく理解して見守る
周囲の方が偏見なく正しい知識をもち、温かく見守る。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 (☎23-8111)
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 (☎21-1211）

12月の子育て・健康案内 徳育：徳育保健センター（御所原)
大東：大東保健センター（三俣)

小笠掛川急患診療所
平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ棟2階（入口別・杉谷南1-1-30）
※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

月～金曜日（平日夜間）　●受付時間  19：00～21：30
診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）
日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

診療案内　中央消防署（☎21-0119）
市役所日直（☎21-1111）

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

各医療機関の診療案内は令和5年７月号折り込みの「保存版」
または右の二次元コードから市ホームページをご覧ください

「神経発達症（発達障がい）」の理解と支援

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。
　また、初診の方で、紹介状のない方は特定初診料7,700円（税込み）がかかります。

静岡こども救急電話相談　＃8000 ■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 年中無休　24時間対応

急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷ったとき、
まずはお電話を。小児科医や看護師が相談に応じます。

■は直接会場へ、★は各館へ申し込みし物・展示

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

催

絵

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

■郷土ゆかりの部屋展示　大東
　期間：令和6年1月14日（日）まで
　【遠州国学コーナー】「秋から冬へ」
　国学者「賀茂真淵」による、平安貴族の七夕祭りの絵入り解　
　説書など貴重史料を展示。
　【松本亀次郎コーナー】
　「まなびやの亀次郎Ⅲ～青雲の志・師範学校の日々後編～」
　静岡師範学校生徒行軍記録など亀次郎の充実した学校生活が分
　かる史料の展示。

★手作り講座「エコクラフトを使って十二支を作ろう」　大東
　とき：12月13日（水）午前9時30分～11時30分
　定員：大人10人
　申込：11月29日（水）午前9時～電話

■中央図書館（☎２４－５９２１）
午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※1）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2
■大東図書館（☎７２－１１４３）
午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2
■大須賀図書館（☎４８－５２６９）
午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで※1）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2

 ※1 祝日は午後5時まで
 ※2 12月29日（金）～令和6年1月4日（木）

図書館
ホームページ

図書館では26団体の市民
グループが、読書や文化、芸
術に関する活動をしていま
す。主に春と秋の読書週間に
おけるイベントや展示のほ
か、制作した資料の寄贈、花
壇の整備などでもご協力い
ただいています。

図書館活動を支える団体

市内29か所へ！  移動図書館

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

小学校、公民館などを巡回していま
す。どなたでも利用できます。日程は
図書館へ問い合わせるか、図書館ホー
ムページをご覧ください。

2～3ページの短い話の後に、隠され
た意味の解説が続きます。解説を読
んでから、また戻って短い話を読み
返すと、ここにそんな意味が含まれて
いたのかと驚き、楽しめるミステ
リー。サクサク読めます。

「通販利用の情報は家族で共有す
る」「リビングの明かりはつけて就寝
する」など、具体的・効果的なアドバ
イスを多く掲載しています。文字が大
きく、文章も読みやすい本なので、高
齢者の方にもおすすめです。

オーライ ウトーリ 
ひなた猫

祖母は幸田文、母は青木玉。3代続く
随筆家である著者が、幸田家の猫た
ちの思い出と当代の猫たちとの暮ら
しを、やわらかに、細やかに綴るエッ
セイ。タイトルは、幸田家に伝わる、
猫を眠らせる呪文だそうです。

青木奈緒/著
（春陽堂書店）

すぐできる60歳
からの自宅
防犯ワザ100

日本防犯学校/
著
（宝島社）

3分間ミステリー
謎からの挑戦状

黒史郎/著
（ポプラ社）

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：12月15日(金）午前10時30分～11時

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：12月 9日 ・ 23日(土) 午後 3時 ～ 3時 30分
大　東：12月 2日 ・ 16日(土) 午前 10時 30分～11時
大須賀：12月 9日 ・23日(土) 午後 3時 ～ 3時 30分 ●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。

※転入された方へ　高校3年生相当年齢以下の子どもがいる保護者の方で、ま
だ予防接種の手続きを済ませていない方は、母子健康手帳と保護者の本人確
認書類を持って徳育保健センターへお越しください。

対　象：乳幼児と保護者
中　央：12月 1日 ・ 8日 (金) 午前10時30分～11時
大　東：12月 1日 ・ 8日 (金) 午前10時30分～11時
大須賀：12月 15日 ・ 22日 (金) 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

▲花壇の植え替えをする
　句会「甘藍」のみなさん

中　央：毎週水曜日　午後 3時～

発熱などの
症状がある方は
受診前に連絡を!
☎61-1299

のびる～むだより 発達相談支援センター のびる～む
（☎28-8017）

のびる～むでは、発達に関する相談や、神経発達症の理解を深
めるための講座を開催しています。お気軽にお問い合わせくだ
さい。
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希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう
12月

徳育

徳育

徳育

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

健診・相談・予防接種
説明会

案内はがきに記載
徳育

1歳6か月児
健康診査

13：00～13：30

徳育 20 水

 20 水

生後4～8か月児の親（予約制）
（ホームページから申し込み）

令和 5年 5月 1日 ～ 10日出生児
令和 5年 5月 11日 ～ 20日出生児
令和 5年 5月 21日 ～ 31日出生児
令和 4年 5月 1日 ～ 10日出生児
令和 4年 5月 11日 ～ 20日出生児
令和 4年 5月 21日 ～ 31日出生児
令和 3年 9月 1日 ～ 10日出生児
令和 3年 9月 11日 ～ 20日出生児
令和 3年 9月 21日 ～ 30日出生児

12
13
19
7
12
15
6
13
19
8
14
18

火
水
火
木
火
金
水
水
火
金
木
月

令和 5年10月出生児1  金

徳育
 5 火

離乳食教室
もぐもぐ教室 9：15～9：30

令和 2年 11月 21日 ～30日出生児

令和 2年 11月 1日 ～ 10日出生児
令和 2年 11月 11日 ～ 20日出生児

出産を控えた夫婦（予約制）
（ホームページから申し込み）

(両親育児編)
13：15～13：30
(絆はぐくみ編)
9：15～9：30

パ
パ
マ
マ

セ
ミ
ナ
ー

「神経発達症」には、生まれもった脳の機能として、得意なこ
とと不得意なことの差が大きいという特性があります。そのた
め、対人関係や社会生活などに支障をきたすことがあり、周囲
の方の理解や配慮が必要です。どんな配慮が必要か一緒に考え
てみませんか。
〇分かりやすく伝える工夫を
短文で「何をして欲しいか」を具体的かつ肯定的な言葉で伝える。
〇得意なことを伸ばす
できていることや長所を認め、才能を発揮できる機会を作る。
〇できないことを責めない
うまくいかないとき、本人の自覚や努力が足りないからと考
えるのはやめる。本人の気持ちに寄り沿い支援する。
〇ステップアップは少しずつ
小さな目標でも、達成できた経験を積み重ね、自信につなげる。
〇正しく理解して見守る
周囲の方が偏見なく正しい知識をもち、温かく見守る。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 (☎23-8111)
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 (☎21-1211）

12月の子育て・健康案内 徳育：徳育保健センター（御所原)
大東：大東保健センター（三俣)

小笠掛川急患診療所
平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ棟2階（入口別・杉谷南1-1-30）
※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

月～金曜日（平日夜間）　●受付時間  19：00～21：30
診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）
日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

診療案内　中央消防署（☎21-0119）
市役所日直（☎21-1111）

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

各医療機関の診療案内は令和5年７月号折り込みの「保存版」
または右の二次元コードから市ホームページをご覧ください

「神経発達症（発達障がい）」の理解と支援

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。
　また、初診の方で、紹介状のない方は特定初診料7,700円（税込み）がかかります。

静岡こども救急電話相談　＃8000 ■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 年中無休　24時間対応

急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷ったとき、
まずはお電話を。小児科医や看護師が相談に応じます。

■は直接会場へ、★は各館へ申し込みし物・展示

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

催

絵

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

■郷土ゆかりの部屋展示　大東
　期間：令和6年1月14日（日）まで
　【遠州国学コーナー】「秋から冬へ」
　国学者「賀茂真淵」による、平安貴族の七夕祭りの絵入り解　
　説書など貴重史料を展示。
　【松本亀次郎コーナー】
　「まなびやの亀次郎Ⅲ～青雲の志・師範学校の日々後編～」
　静岡師範学校生徒行軍記録など亀次郎の充実した学校生活が分
　かる史料の展示。

★手作り講座「エコクラフトを使って十二支を作ろう」　大東
　とき：12月13日（水）午前9時30分～11時30分
　定員：大人10人
　申込：11月29日（水）午前9時～電話

■中央図書館（☎２４－５９２１）
午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※1）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2
■大東図書館（☎７２－１１４３）
午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2
■大須賀図書館（☎４８－５２６９）
午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで※1）
12月の休館日：毎週月曜日、年末年始※2

 ※1 祝日は午後5時まで
 ※2 12月29日（金）～令和6年1月4日（木）

図書館
ホームページ

図書館では26団体の市民
グループが、読書や文化、芸
術に関する活動をしていま
す。主に春と秋の読書週間に
おけるイベントや展示のほ
か、制作した資料の寄贈、花
壇の整備などでもご協力い
ただいています。

図書館活動を支える団体

市内29か所へ！  移動図書館

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

小学校、公民館などを巡回していま
す。どなたでも利用できます。日程は
図書館へ問い合わせるか、図書館ホー
ムページをご覧ください。

2～3ページの短い話の後に、隠され
た意味の解説が続きます。解説を読
んでから、また戻って短い話を読み
返すと、ここにそんな意味が含まれて
いたのかと驚き、楽しめるミステ
リー。サクサク読めます。

「通販利用の情報は家族で共有す
る」「リビングの明かりはつけて就寝
する」など、具体的・効果的なアドバ
イスを多く掲載しています。文字が大
きく、文章も読みやすい本なので、高
齢者の方にもおすすめです。

オーライ ウトーリ 
ひなた猫

祖母は幸田文、母は青木玉。3代続く
随筆家である著者が、幸田家の猫た
ちの思い出と当代の猫たちとの暮ら
しを、やわらかに、細やかに綴るエッ
セイ。タイトルは、幸田家に伝わる、
猫を眠らせる呪文だそうです。

青木奈緒/著
（春陽堂書店）

すぐできる60歳
からの自宅
防犯ワザ100

日本防犯学校/
著
（宝島社）

3分間ミステリー
謎からの挑戦状

黒史郎/著
（ポプラ社）

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：12月15日(金）午前10時30分～11時

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：12月 9日 ・ 23日(土) 午後 3時 ～ 3時 30分
大　東：12月 2日 ・ 16日(土) 午前 10時 30分～11時
大須賀：12月 9日 ・23日(土) 午後 3時 ～ 3時 30分 ●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。

※転入された方へ　高校3年生相当年齢以下の子どもがいる保護者の方で、ま
だ予防接種の手続きを済ませていない方は、母子健康手帳と保護者の本人確
認書類を持って徳育保健センターへお越しください。

対　象：乳幼児と保護者
中　央：12月 1日 ・ 8日 (金) 午前10時30分～11時
大　東：12月 1日 ・ 8日 (金) 午前10時30分～11時
大須賀：12月 15日 ・ 22日 (金) 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

▲花壇の植え替えをする
　句会「甘藍」のみなさん

中　央：毎週水曜日　午後 3時～

発熱などの
症状がある方は
受診前に連絡を!
☎61-1299

のびる～むだより 発達相談支援センター のびる～む
（☎28-8017）

のびる～むでは、発達に関する相談や、神経発達症の理解を深
めるための講座を開催しています。お気軽にお問い合わせくだ
さい。
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掛
川
市
内
の
お
医
者
さ
ん
案
内
は

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」で

む
し
歯
は
、
歯
の
表
面
に
あ
る
エ
ナ
メ

ル
質
や
、
そ
の
中
に
あ
る
象
牙
質
が
細
菌

の
作
用
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

起
こ
る
歯
の
病
気
で
す
。
今
回
は
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

口
腔
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
が
生
息

し
て
お
り
、
そ
の
種
類
は
数
百
種
、
数
量

と
し
て
は
歯
垢
1
㌘
中
に
数
億
個
も
の
細

菌
が
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

む
し
歯
に
関
係
す
る
細
菌
は
、
砂
糖
や
で

ん
ぷ
ん
な
ど
の
炭
水
化
物
を
分
解
し
て
酸

を
産
生
す
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
、
ラ
ク
ト

バ
チ
ル
ス
菌
で
、
酸
産
生
細
菌
と
呼
ば
れ

ま
す
。

大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
「
祭
典
」
と

そ
の
持
続
可
能
性

9
月
中
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
市

内
の
多
く
の
地
区
で
祭
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
も
地
元
の
青
葉
台
や
生
ま
れ

の
地
、
城
西
な
ど
に
参
加
し
、
久
し
ぶ

り
に
行
動
制
限
の
な
い
祭
典
を
楽
し
み

ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
長
く
掛
川
を
離
れ
て

い
ま
し
た
が
、
高
校
生
ま
で
は
毎
年
祭

典
に
参
加
し
、
小
学
生
で
は
太
鼓
、
中

学
生
か
ら
は
手
木
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

太
鼓
や
笛
、
三
味
線
な
ど
の
お
囃
子
が

聞
こ
え
て
く
る
と
、
心
身
と
も
に
ソ
ワ

ソ
ワ
し
て
し
ま
い
ま
す
（
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
）
。

ま
た
、
普
段
な
か
な
か
お
話
で
き
な

い
地
区
の
役
員
や
青
年
の
み
な
さ
ん
、

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
と
再
会
し
、

会
話
を
交
わ
す
こ
と
も
祭
り
の
楽
し
み

で
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
結
び
つ
き
が

防
災
力
や
防
犯
力
の
強
化
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

青
年
総
務
に
初
の
女
性
が
就
い
た

緑
ヶ
丘
地
区

他
方
で
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

祭
典
の
担
い
手
不
足
で
す
。
子
ど
も
の

数
の
減
少
に
よ
り
太
鼓
の
叩
き
手
な
ど

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
祭
典

の
主
役
を
担
う
青
年
も
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
住
ん
で
い
た
方
や
外

部
の
助
っ
人
の
力
を
借
り
て
、
祭
典
を

運
営
し
て
い
る
地
区
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
駅
南
の
緑
ヶ
丘
地

区
で
は
、
青
年
総
務
を
初
め
て
女
性
が

担
い
ま
し
た
。
他
地
区
の
青
年
会
で
も
、

女
性
が
重
要
な
役
割
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
性
別
や
年
齢
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
役
割
を
見
直
す
こ
と
が
、
祭
典
の

持
続
可
能
性
に
も
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

現
在
、
自
治
区
役
員
や
農
業
の
担
い

手
不
足
、
企
業
の
製
造
現
場
で
の
働
き

手
の
不
足
な
ど
、
各
分
野
で
人
手
不
足

が
深
刻
な
こ
と
か
ら
、
掛
川
市
で
は

「
人
と
環
境
の
持
続
可
能
性
」
を
テ
ー

マ
に
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
祭
典
で
見
ら
れ
た
よ

う
な
多
世
代
間
の
協
力
に
よ
る
団
結
力

で
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

9
月
号
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
通

信
ｖ
ｏ
ｌ
･13
で
「
芋
汁
」
に
つ
い
て

掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
ご

家
庭
の
味
や
、
芋
汁
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
心
が
ホ
ク
ホ

ク
す
る
良
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

掛
川
に
来
て
衝
撃
を
受
け
た
食
べ
物

「
れ
ん
こ
ん
と
栗
」

掛
川
に
移
住
し
て
き
て
、
私
が
お

い
し
さ
に
衝
撃
を
受
け
た
食
べ
物
が

2
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
れ
ん
こ

ん
と
栗
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
お

正
月
に
買
う
く
ら
い
で
、
特
に
好
物

と
い
う
ほ
ど
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
掛
川
に
移
り
住
ん
で
か
ら
完

全
に
印
象
が
変
わ
り
ま
し
た
。

両
方
と
も
掛
川
で
栽
培
さ
れ
て
い

て
、
身
近
で
購
入
で
き
、
食
卓
に
並

ぶ
ま
で
の
時
間
が
短
い
た
め
、「
鮮

度
」
の
良
さ
が
お
い
し
さ
に
大
き
く

関
係
し
て
い
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

れ
ん
こ
ん
は
、
掛
川
に
来
る
ま
で

秋
・
冬
の
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
夏
頃
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、
み

ず
み
ず
し
く
て
あ
っ
さ
り
と
し
た

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
「
新
れ
ん
こ
ん
」

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
栗
は
、

新
鮮
な
ふ
っ
く
ら
具
合
と
ツ
ヤ
ツ
ヤ

と
し
た
光
沢
感
に
、
今
ま
で
栗
だ
と

思
っ
て
い
た
も
の
は
別
物
な
の
で
は

な
い
か
と
思
う
く
ら
い
で
し
た
。

旬
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
楽
し
め
る
掛
川

掛
川
は
海
も
山
も
あ
り
、
れ
ん
こ

ん
や
栗
の
み
な
ら
ず
、
季
節
に
よ
っ

て
お
い
し
い
も
の
を
味
わ
う
機
会
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
整
っ
て
い
ま
す
。

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
、
旬
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
楽
し
め
る
よ
う
な
生
活
を

求
め
、
掛
川
市
に
移
り
住
む
と
い
う

選
択
を
し
た
私
に
と
っ
て
、
こ
ん
な

ぜ
い
た
く
な
生
活
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
も
そ
ん
な
ぜ
い
た
く
を
全
身
で
味

わ
い
、
楽
し
み
た
い
で
す
。

地
域
お
こ
し

協
力
隊
通
信

問 

広
報
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

(

☎
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１
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０
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食
事
を
と
る
と
、
歯
の
表
面
に
食
べ
か

す
や
糖
分
が
付
着
し
ま
す
。
酸
産
生
細
菌

は
こ
れ
ら
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用

し
、
増
殖
し
、
酸
を
産
生
し
ま
す
。
こ
の

酸
は
、
歯
の
表
面
に
あ
る
エ
ナ
メ
ル
質
を

溶
か
す
強
力
な
作
用
が
あ
り
ま
す
。

通
常
、
唾
液
に
は
中
性
化
す
る
性
質
が

あ
る
た
め
、
食
後
か
ら
口
腔
内
、
歯
垢
内

の
酸
性
が
中
和
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
、
蓄
積
さ
れ
た
歯
垢
の
量
、
個
人
個
人

の
唾
液
の
性
質
な
ど
の
影
響
で
中
和
が
追

い
つ
か
な
い
と
、
口
腔
内
、
歯
垢
内
が
酸

性
に
偏
っ
て
い
る
状
態
が
続
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

エ
ナ
メ
ル
質
が
酸
に
さ
ら
さ
れ
続
け
る

こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
エ
ナ
メ
ル
質

や
象
牙
質
が
侵
さ
れ
、
む
し
歯
が
形
成
さ

れ
ま
す
。
む
し
歯
が
進
行
す
る
と
、
歯
の

内
部
に
あ
る
神
経
組
織
に
ま
で
達
す
る
こ

と
が
あ
り
、
歯
の
痛
み
や
感
染
を
引
き
起

こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

む
し
歯
の
予
防
に
は
、
定
期
的
な
歯
科

検
診
と
適
切
な
歯
磨
き
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
糖
分
の
多
い
飲
食
物
や
お
菓
子
を
過

度
に
摂
取
せ
ず
、
口
腔
内
の
酸
性
を
抑
え

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
健
康
な
歯
を
保
つ

た
め
に
、
口
腔
ケ
ア
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
生
活
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

口
腔
内
の
細
菌

口
腔
内
の
細
菌

歯
の
表
面
が
溶
け
る

歯
の
表
面
が
溶
け
る

歯
へ
の
影
響

歯
へ
の
影
響

歯
科
検
診
と
歯
磨
き
で

健
康
な
歯
に 

エナメル質

象牙質

歯茎

骨

神経

▲祭典の様子（市公式Xより）

▲新鮮なれんこんでぜいたくな食事

て
　
ぎ

ぞ
う
げ

し
つ

こ
う
く
う

久
保
田
市
長
の
第
28
回

ど
う
し
て
む
し
歯
に
な
る
の
?

〜
む
し
歯
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
ろ
う
〜

～食事・治療・歯・薬・介護を考える～

小笠掛川歯科医師会　その57　松浦泰之
(☎22-6120）
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掛
川
市
内
の
お
医
者
さ
ん
案
内
は

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」で

む
し
歯
は
、
歯
の
表
面
に
あ
る
エ
ナ
メ

ル
質
や
、
そ
の
中
に
あ
る
象
牙
質
が
細
菌

の
作
用
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

起
こ
る
歯
の
病
気
で
す
。
今
回
は
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

口
腔
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
が
生
息

し
て
お
り
、
そ
の
種
類
は
数
百
種
、
数
量

と
し
て
は
歯
垢
1
㌘
中
に
数
億
個
も
の
細

菌
が
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

む
し
歯
に
関
係
す
る
細
菌
は
、
砂
糖
や
で

ん
ぷ
ん
な
ど
の
炭
水
化
物
を
分
解
し
て
酸

を
産
生
す
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
、
ラ
ク
ト

バ
チ
ル
ス
菌
で
、
酸
産
生
細
菌
と
呼
ば
れ

ま
す
。

大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
「
祭
典
」
と

そ
の
持
続
可
能
性

9
月
中
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
市

内
の
多
く
の
地
区
で
祭
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
も
地
元
の
青
葉
台
や
生
ま
れ

の
地
、
城
西
な
ど
に
参
加
し
、
久
し
ぶ

り
に
行
動
制
限
の
な
い
祭
典
を
楽
し
み

ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
長
く
掛
川
を
離
れ
て

い
ま
し
た
が
、
高
校
生
ま
で
は
毎
年
祭

典
に
参
加
し
、
小
学
生
で
は
太
鼓
、
中

学
生
か
ら
は
手
木
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

太
鼓
や
笛
、
三
味
線
な
ど
の
お
囃
子
が

聞
こ
え
て
く
る
と
、
心
身
と
も
に
ソ
ワ

ソ
ワ
し
て
し
ま
い
ま
す
（
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
）
。

ま
た
、
普
段
な
か
な
か
お
話
で
き
な

い
地
区
の
役
員
や
青
年
の
み
な
さ
ん
、

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
と
再
会
し
、

会
話
を
交
わ
す
こ
と
も
祭
り
の
楽
し
み

で
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
結
び
つ
き
が

防
災
力
や
防
犯
力
の
強
化
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

青
年
総
務
に
初
の
女
性
が
就
い
た

緑
ヶ
丘
地
区

他
方
で
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

祭
典
の
担
い
手
不
足
で
す
。
子
ど
も
の

数
の
減
少
に
よ
り
太
鼓
の
叩
き
手
な
ど

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
祭
典

の
主
役
を
担
う
青
年
も
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
住
ん
で
い
た
方
や
外

部
の
助
っ
人
の
力
を
借
り
て
、
祭
典
を

運
営
し
て
い
る
地
区
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
駅
南
の
緑
ヶ
丘
地

区
で
は
、
青
年
総
務
を
初
め
て
女
性
が

担
い
ま
し
た
。
他
地
区
の
青
年
会
で
も
、

女
性
が
重
要
な
役
割
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
性
別
や
年
齢
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
役
割
を
見
直
す
こ
と
が
、
祭
典
の

持
続
可
能
性
に
も
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

現
在
、
自
治
区
役
員
や
農
業
の
担
い

手
不
足
、
企
業
の
製
造
現
場
で
の
働
き

手
の
不
足
な
ど
、
各
分
野
で
人
手
不
足

が
深
刻
な
こ
と
か
ら
、
掛
川
市
で
は

「
人
と
環
境
の
持
続
可
能
性
」
を
テ
ー

マ
に
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
祭
典
で
見
ら
れ
た
よ

う
な
多
世
代
間
の
協
力
に
よ
る
団
結
力

で
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

9
月
号
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
通

信
ｖ
ｏ
ｌ
･13
で
「
芋
汁
」
に
つ
い
て

掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
ご

家
庭
の
味
や
、
芋
汁
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
心
が
ホ
ク
ホ

ク
す
る
良
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

掛
川
に
来
て
衝
撃
を
受
け
た
食
べ
物

「
れ
ん
こ
ん
と
栗
」

掛
川
に
移
住
し
て
き
て
、
私
が
お

い
し
さ
に
衝
撃
を
受
け
た
食
べ
物
が

2
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
れ
ん
こ

ん
と
栗
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
お

正
月
に
買
う
く
ら
い
で
、
特
に
好
物

と
い
う
ほ
ど
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
掛
川
に
移
り
住
ん
で
か
ら
完

全
に
印
象
が
変
わ
り
ま
し
た
。

両
方
と
も
掛
川
で
栽
培
さ
れ
て
い

て
、
身
近
で
購
入
で
き
、
食
卓
に
並

ぶ
ま
で
の
時
間
が
短
い
た
め
、「
鮮

度
」
の
良
さ
が
お
い
し
さ
に
大
き
く

関
係
し
て
い
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

れ
ん
こ
ん
は
、
掛
川
に
来
る
ま
で

秋
・
冬
の
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
夏
頃
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、
み

ず
み
ず
し
く
て
あ
っ
さ
り
と
し
た

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
「
新
れ
ん
こ
ん
」

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
栗
は
、

新
鮮
な
ふ
っ
く
ら
具
合
と
ツ
ヤ
ツ
ヤ

と
し
た
光
沢
感
に
、
今
ま
で
栗
だ
と

思
っ
て
い
た
も
の
は
別
物
な
の
で
は

な
い
か
と
思
う
く
ら
い
で
し
た
。

旬
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
楽
し
め
る
掛
川

掛
川
は
海
も
山
も
あ
り
、
れ
ん
こ

ん
や
栗
の
み
な
ら
ず
、
季
節
に
よ
っ

て
お
い
し
い
も
の
を
味
わ
う
機
会
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
整
っ
て
い
ま
す
。

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
、
旬
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
楽
し
め
る
よ
う
な
生
活
を

求
め
、
掛
川
市
に
移
り
住
む
と
い
う

選
択
を
し
た
私
に
と
っ
て
、
こ
ん
な

ぜ
い
た
く
な
生
活
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
も
そ
ん
な
ぜ
い
た
く
を
全
身
で
味

わ
い
、
楽
し
み
た
い
で
す
。
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食
事
を
と
る
と
、
歯
の
表
面
に
食
べ
か

す
や
糖
分
が
付
着
し
ま
す
。
酸
産
生
細
菌

は
こ
れ
ら
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用

し
、
増
殖
し
、
酸
を
産
生
し
ま
す
。
こ
の

酸
は
、
歯
の
表
面
に
あ
る
エ
ナ
メ
ル
質
を

溶
か
す
強
力
な
作
用
が
あ
り
ま
す
。

通
常
、
唾
液
に
は
中
性
化
す
る
性
質
が

あ
る
た
め
、
食
後
か
ら
口
腔
内
、
歯
垢
内

の
酸
性
が
中
和
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
、
蓄
積
さ
れ
た
歯
垢
の
量
、
個
人
個
人

の
唾
液
の
性
質
な
ど
の
影
響
で
中
和
が
追

い
つ
か
な
い
と
、
口
腔
内
、
歯
垢
内
が
酸

性
に
偏
っ
て
い
る
状
態
が
続
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

エ
ナ
メ
ル
質
が
酸
に
さ
ら
さ
れ
続
け
る

こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
エ
ナ
メ
ル
質

や
象
牙
質
が
侵
さ
れ
、
む
し
歯
が
形
成
さ

れ
ま
す
。
む
し
歯
が
進
行
す
る
と
、
歯
の

内
部
に
あ
る
神
経
組
織
に
ま
で
達
す
る
こ

と
が
あ
り
、
歯
の
痛
み
や
感
染
を
引
き
起

こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

む
し
歯
の
予
防
に
は
、
定
期
的
な
歯
科

検
診
と
適
切
な
歯
磨
き
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
糖
分
の
多
い
飲
食
物
や
お
菓
子
を
過

度
に
摂
取
せ
ず
、
口
腔
内
の
酸
性
を
抑
え

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
健
康
な
歯
を
保
つ

た
め
に
、
口
腔
ケ
ア
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
生
活
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

口
腔
内
の
細
菌

口
腔
内
の
細
菌

歯
の
表
面
が
溶
け
る

歯
の
表
面
が
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る
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へ
の
影
響

歯
へ
の
影
響

歯
科
検
診
と
歯
磨
き
で

健
康
な
歯
に 
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象牙質
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神経

▲祭典の様子（市公式Xより）

▲新鮮なれんこんでぜいたくな食事

て
　
ぎ

ぞ
う
げ

し
つ

こ
う
く
う

久
保
田
市
長
の
第
28
回

ど
う
し
て
む
し
歯
に
な
る
の
?

〜
む
し
歯
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
ろ
う
〜
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上内田小学校の4年生が取り組む「アース・キッズ
チャレンジ」のキックオフイベントが開催されました。
同活動は、家庭での地球温暖化防止や環境課題を主体的
に解決する姿勢を育むプログラム。今回は、講話や3つ
の体験をとおして環境課題への関心を高めました。

10/12

掛川産のホップが使用されたビールが完成し、関係者
が報告に市役所を訪れました。中部電力㈱静岡支店が中
心に行っている事業で、市内の耕作放棄地を活用して栽
培したホップを使ってZOO（株）がファームブルーイン
グとともに醸造を手掛けました。

10/4

昨年度の総合的な探求の時間でキッチンカーでの軽食
販売を行った掛川西高校の生徒らが、売上金の一部を市
に寄付しました。食文化と観光事業の活性化による市の
魅力発信が目的。市内産食材を使用したミネストローネ
や抹茶塩のからあげなどをキッチンカーで販売しまし
た。

10/10

和田岡小学校の3年生25人が蓮華の郷でれんこんの収
穫体験をしました。児童は、総合的な学習の一環でれん
こんづくりについて学んでいます。今回は5月に植え付
けたれんこんを収穫しました。

10/2

掛川市社会福祉協議会主催の、掛川市ふれあい広場が
生涯学習センターで開催されました。地域福祉への理解
啓発や関心を高めるため、市内複数の福祉関係団体によ
る体験コーナーや模擬店の出店、パネル掲示での活動発
表を行いました。

10/15

市中心部の神社7社と氏子41町による、掛川祭が開催
されました。屋台の引き回しが行われ、笛や太鼓の祭り
囃子や威勢の良い掛け声が鳴り響きました。

10/7

さかがわ幼稚園の園児が東山地内でお茶摘み体験を行
いました。特産品をとおして地域の良さを知ることを目
的に富士東製茶農業組合の協力を得て実施。年長児が丁
寧にお茶の葉を摘んでいきました。

9/29

掛川駅北側を歩行者天国にして「カケガワバンドフェ
スティバル」が開催されました。4つのステージでバン
ドやダンサー、ミュージシャンなどによるパフォーマン
スが披露され、多くの観客でにぎわいました。

9/23

中日本野球選抜チームに選出された大須賀中学校3年
生の矢部侑選手が市役所を訪れました。同チームは「第
40回世界少年野球大会」で見事優勝。矢部選手は3試合
登板し、7イニング2失点の好投で優勝に貢献しまし
た。

9/29

中学生以下で祭典を運営する全国的にも珍しい「ちい
ねり」が行われました。「ちいねり」とは小型の袮里、
あるいは子どもたちの練りという意味からきているそう
です。秋の横須賀の街並みを祭囃子と子どもたちの声が
彩りました。

9/23

デジタル庁が定める「デジタルの日」のこの日。市で
はデジタル技術活用の可能性を探ろうと、常葉大学の学
生と市長による高天神城攻城戦を行いました。同大学生
が戦国時代の資料などをもとにマインクラフト上に再現
した高天神城の中で激しい攻防を繰り広げました。

10/1

さんりーなで「第19回市民スポーツフェスティバ
ル」が開催されました。会場を訪れた子どもたちはソフ
トボールやラグビー、トランポリンなどさまざまなス
ポーツを体験して楽しみました。

9/24
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スティバル」が開催されました。4つのステージでバン
ドやダンサー、ミュージシャンなどによるパフォーマン
スが披露され、多くの観客でにぎわいました。
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1 15,561人 ( ＋ 4)
 110,594人 ( －39)
 4,967人 ( ＋43)

 58,238人 (－ 6)
 55,726人 ( － 16)
 2,512人 ( ＋10)

 57,323人 ( ＋ 10)
 54,868人 ( － 23)
 2,455人 (＋ 33)

 47,421 ( ＋ 37)
 44,806 ( ＋ 2)
 2,615 (＋ 35)

男合計 女 世帯数
人口・世帯数(前月からの増減）■市の人口(10月1日現在）

住民基本台帳人口
日本人
外国人

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　11/21(火)、12/5(火)13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
ごみの休日受け入れ（前日までに要予約）
　環境資源ギャラリー（予約専用☎29-5070）
と　き 11/11（土）・26（日）、12/9（土）・24（日）
 9：00～11：30

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　11/21（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

11
・
12
月

天正9年ついに決着
高天神城が陥落

高
天
神
城
を
巡
る
徳
川
・
武
田
の

激
し
い
争
奪
戦
。
今
回
は
そ
の
結
末

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

天
正
6
年
（
1
5
7
8
）
以
後
、

徳
川
家
康
の
砦
群
に
取
り
囲
ま
れ
る

高
天
神
城
は
次
第
に
食
料
不
足
に
お

ち
い
り
ま
す
。
武
田
勝
頼
は
、
北
条

氏
と
の
同
盟
の
決
裂
に
よ
り
、
駿

河
・
伊
豆
方
面
で
同
氏
と
対
立
。
高

天
神
城
へ
の
援
軍
が
出
せ
な
い
状
況

で
し
た
。

天
正
9
年
（
1
5
8
1
）
正
月
、

城
代
の
岡
部
長
教
は
、
徳
川
方
へ
降

伏
の
申
し
入
れ
を
し
ま
す
が
、
拒
否

さ
れ
ま
す
。
同
年
3
月
、
つ
い
に
食

料
・
弾
薬
が
つ
き
た
長
教
は
、
城
内

で
の
軍
議
の
結
果
、
決
死
の
覚
悟
で

討
っ
て
出
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
城
兵
は
9
0
0
人
余
り

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
、
こ
の
戦
い
に
は
徳
川
方
の
、

横
須
賀
城
主
大
須
賀
康
高
、
大
久
保

忠
世
、
本
多
平
八
郎
忠
勝
、
榊
原
子

平
太
康
政
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。戦

い
は
四
ツ
の
頃
（
午
後
10
時
）

開
始
。
太
鼓
、
鉄
砲
、
馬
の
い
な
な

き
、
怒
号
、
悲
鳴
と
さ
ま
ざ
ま
な
音

が
城
内
に
鳴
り
響
く
激
し
い
戦
い
は
、

夜
半
の
う
ち
に
決
着
し
ま
し
た
。
長

市へのご意見は
こちらから

最
近
読
書
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
カ
フ
ェ
と
勘
違
い
し

て
市
内
の
と
あ
る
書
店
に
行
っ
た
こ

と
で
す
。
一
部
の
本
が
貸
し
出
し
可

能
で
、
店
主
が
お
す
す
め
の
本
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
す
。
読
書
は
苦
手
で

し
た
が
、
読
ん
で
み
る
と
小
説
の
世

界
に
入
り
込
み
、
登
場
人
物
の
感
情

に
共
感
し
、
彼
ら
の
人
生
を
体
験
し

た
よ
う
な
感
覚
に

な
り
ま
し
た
。
そ

の
感
覚
が
た
ま
ら

な
い
で
す
。（
近
）

高
天
神
城
特
設
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら

徳川家康と掛川三城 ⑪

日
本
の
文
化
に
深
く
根
ざ
し
、
多

く
の
国
民
か
ら
愛
さ
れ
続
け
る
大
相

撲
。
そ
の
土
俵
の
上
で
、
競
技
の
進

行
と
勝
負
の
判
定
を
一
身
に
担
う

「
行
司
」
と
し
て
歩
み
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
が
渡
邉
剛
翔
さ
ん
で
す
。

今
年
4
月
に
押
尾
川
部
屋
に
入
門
。

7
月
に
は
「
式
守
風
之
助
」
と
し
て

16
歳
で
初
土
俵
に
立
ち
、
軍
配
を
返

し
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん
が
行
司
を
志
し
た
の
は

中
学
1
年
の
こ
ろ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
休

校
が
続
い
た
時
期
に
目
に
し
た
相
撲

中
継
で
、
土
俵
に
立
つ
行
司
に
目
が

止
ま
り
ま
し
た
。
気
に
な
っ
た
こ
と

は
と
こ
と
ん
調
べ
る
性
分
の
渡
邉
さ

ん
は
「
な
ぜ
こ
の
人
は
き
ら
び
や
か

な
衣
装
を
ま
と
っ
て
土
俵
に
立
っ
て

い
る
の
か
」
と
調
べ
る
う
ち
に
、
行

司
の
姿
と
自
ら
の
将
来
の
姿
を
重
ね

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
持
ち
前

の
行
動
力
で
先
輩
行
司
に
手
紙
を
送

付
。
3
年
間
思
い
を
伝
え
続
け
、
念

願
の
角
界
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

土俵の上では迷わず軍配を

三度の飯より祭りが好
き。忙しくても西新町の祭
りへの参加は欠かせない。
小5から剣道を続ける。
勇修館や大須賀中剣道部
で叩き上げた経験が、行
司としての所作などに生
きる。
伝統文化などに興味を
よせ、三遊亭圓生の落語
を好む。

渡
邉
さ
ん
の
普
段
の
役
割
は
、
稽

古
場
の
掃
除
や
食
事
の
準
備
な
ど
。

合
間
の
自
由
時
間
で
、
番
付
表
な
ど

で
使
わ
れ
る
書
体
の
「
相
撲
字
」
の

練
習
に
励
む
毎
日
で
す
。
相
撲
字
は

江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
で
、
そ
の
腕

前
は
取
組
の
裁
き
と
並
び
、
行
司
と

し
て
重
要
な
要
素
。
「
お
い
し
そ

う
」
と
形
容
さ
れ
る
式
守
伊
之
助
さ

ん
の
よ
う
な
字
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

土
俵
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

「
迷
わ
な
い
こ
と
」
と
話
す
渡
邉
さ

ん
。
取
組
が
始
ま
る
瞬
間
の
立
ち
合

い
は
勝
負
の
8
割
が
決
ま
る
と
も
言

わ
れ
、
力
士
が
特
に
勝
負
を
か
け
て

い
ま
す
。
仕
切
り
直
し
が
必
要
な
の

か
、
力
士
の
呼
吸
が
合
っ
て
立
ち
合

い
が
成
立
す
る
か
の
判
断
は
、
た
め

ら
っ
て
い
る
暇
が
な
く
、
常
に
臨
機

応
変
の
立
ち
回
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

渡
邉
さ
ん
の
行
司
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
角
界
で

の
今
後
の
活
躍
に
期
待
が
集
ま
り
ま

す
。

（横須賀）
渡邉 剛翔さん

行司
よし　 と

教
は
、
忠
世
の
軍
へ
切
り
込
み
討
ち

死
。
徳
川
方
が
討
ち
取
っ
た
首
数
は

7
4
0
余
り
で
、
そ
の
氏
名
は
織
田

信
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
城
の
東

側
に
は
こ
の
戦
い
の
戦
死
者
を
埋
葬

し
た
「
千
人
塚
」
が
あ
り
、
現
在
地

元
の
方
に
よ
り
供
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
康
の
厳
し
い
包
囲
網
を
逃
れ
る

こ
と
が
で
き
た
城
兵
は
ほ
ん
の
わ
ず

か
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
激
し

い
戦
い
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
甲
斐
（
現

山
梨
県
）
へ
帰
り
つ
い
た
の
が
、
横

田
甚
五
郎
尹
松
で
す
。
甚
五
郎
は
城

の
西
側
の
馬
場
平
か
ら
西
へ
延
び
る

人
一
人
や
っ
と
通
れ
る
ほ
ど
の
狭
く

急
峻
な
道
を
通
っ
て
脱
出
。
勝
頼
に

高
天
神
城
の
落
城
を
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
道
は
「
犬
戻
り
猿
戻
り
（
甚
五

郎
抜
け
道
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

落
城
後
、
家
康
は
高
天
神
城
を
廃

城
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
奪
還
の

た
め
に
築
い
た
横
須
賀
城
を
新
た
な

遠
江
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

次
回
は
、
徳
川
家
康
と
掛
川
三
城

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
。
家
康
と
掛
川
三

城
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま

す
。

▲犬戻り猿戻り（甚五郎抜け道）

お
か

べ

な
が
の
り

と
り
で

た

じ
ん

ご

ろ
う
た
だ
ま
つ

よ
こ

42

The person of Kakegawa

120

23 22KOHO  KAKEGAWA  2023.11



1 15,561人 ( ＋ 4)
 110,594人 ( －39)
 4,967人 ( ＋43)

 58,238人 (－ 6)
 55,726人 ( － 16)
 2,512人 ( ＋10)

 57,323人 ( ＋ 10)
 54,868人 ( － 23)
 2,455人 (＋ 33)

 47,421 ( ＋ 37)
 44,806 ( ＋ 2)
 2,615 (＋ 35)

男合計 女 世帯数
人口・世帯数(前月からの増減）■市の人口(10月1日現在）

住民基本台帳人口
日本人
外国人

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　11/21(火)、12/5(火)13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
ごみの休日受け入れ（前日までに要予約）
　環境資源ギャラリー（予約専用☎29-5070）
と　き 11/11（土）・26（日）、12/9（土）・24（日）
 9：00～11：30

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　11/21（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。
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天
神
城
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巡
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徳
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・
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田
の

激
し
い
争
奪
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。
今
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は
そ
の
結
末

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

天
正
6
年
（
1
5
7
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）
以
後
、

徳
川
家
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の
砦
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に
取
り
囲
ま
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る

高
天
神
城
は
次
第
に
食
料
不
足
に
お

ち
い
り
ま
す
。
武
田
勝
頼
は
、
北
条

氏
と
の
同
盟
の
決
裂
に
よ
り
、
駿

河
・
伊
豆
方
面
で
同
氏
と
対
立
。
高

天
神
城
へ
の
援
軍
が
出
せ
な
い
状
況

で
し
た
。

天
正
9
年
（
1
5
8
1
）
正
月
、

城
代
の
岡
部
長
教
は
、
徳
川
方
へ
降

伏
の
申
し
入
れ
を
し
ま
す
が
、
拒
否

さ
れ
ま
す
。
同
年
3
月
、
つ
い
に
食

料
・
弾
薬
が
つ
き
た
長
教
は
、
城
内

で
の
軍
議
の
結
果
、
決
死
の
覚
悟
で

討
っ
て
出
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
城
兵
は
9
0
0
人
余
り

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
、
こ
の
戦
い
に
は
徳
川
方
の
、

横
須
賀
城
主
大
須
賀
康
高
、
大
久
保

忠
世
、
本
多
平
八
郎
忠
勝
、
榊
原
子

平
太
康
政
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。戦

い
は
四
ツ
の
頃
（
午
後
10
時
）

開
始
。
太
鼓
、
鉄
砲
、
馬
の
い
な
な

き
、
怒
号
、
悲
鳴
と
さ
ま
ざ
ま
な
音

が
城
内
に
鳴
り
響
く
激
し
い
戦
い
は
、

夜
半
の
う
ち
に
決
着
し
ま
し
た
。
長

市へのご意見は
こちらから

最
近
読
書
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
カ
フ
ェ
と
勘
違
い
し

て
市
内
の
と
あ
る
書
店
に
行
っ
た
こ

と
で
す
。
一
部
の
本
が
貸
し
出
し
可

能
で
、
店
主
が
お
す
す
め
の
本
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
す
。
読
書
は
苦
手
で

し
た
が
、
読
ん
で
み
る
と
小
説
の
世

界
に
入
り
込
み
、
登
場
人
物
の
感
情

に
共
感
し
、
彼
ら
の
人
生
を
体
験
し

た
よ
う
な
感
覚
に

な
り
ま
し
た
。
そ

の
感
覚
が
た
ま
ら

な
い
で
す
。（
近
）

高
天
神
城
特
設
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら

徳川家康と掛川三城 ⑪

日
本
の
文
化
に
深
く
根
ざ
し
、
多

く
の
国
民
か
ら
愛
さ
れ
続
け
る
大
相

撲
。
そ
の
土
俵
の
上
で
、
競
技
の
進

行
と
勝
負
の
判
定
を
一
身
に
担
う

「
行
司
」
と
し
て
歩
み
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
が
渡
邉
剛
翔
さ
ん
で
す
。

今
年
4
月
に
押
尾
川
部
屋
に
入
門
。

7
月
に
は
「
式
守
風
之
助
」
と
し
て

16
歳
で
初
土
俵
に
立
ち
、
軍
配
を
返

し
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん
が
行
司
を
志
し
た
の
は

中
学
1
年
の
こ
ろ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
休

校
が
続
い
た
時
期
に
目
に
し
た
相
撲

中
継
で
、
土
俵
に
立
つ
行
司
に
目
が

止
ま
り
ま
し
た
。
気
に
な
っ
た
こ
と

は
と
こ
と
ん
調
べ
る
性
分
の
渡
邉
さ

ん
は
「
な
ぜ
こ
の
人
は
き
ら
び
や
か

な
衣
装
を
ま
と
っ
て
土
俵
に
立
っ
て

い
る
の
か
」
と
調
べ
る
う
ち
に
、
行

司
の
姿
と
自
ら
の
将
来
の
姿
を
重
ね

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
持
ち
前

の
行
動
力
で
先
輩
行
司
に
手
紙
を
送

付
。
3
年
間
思
い
を
伝
え
続
け
、
念

願
の
角
界
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

土俵の上では迷わず軍配を

三度の飯より祭りが好
き。忙しくても西新町の祭
りへの参加は欠かせない。
小5から剣道を続ける。
勇修館や大須賀中剣道部
で叩き上げた経験が、行
司としての所作などに生
きる。
伝統文化などに興味を
よせ、三遊亭圓生の落語
を好む。

渡
邉
さ
ん
の
普
段
の
役
割
は
、
稽

古
場
の
掃
除
や
食
事
の
準
備
な
ど
。

合
間
の
自
由
時
間
で
、
番
付
表
な
ど

で
使
わ
れ
る
書
体
の
「
相
撲
字
」
の

練
習
に
励
む
毎
日
で
す
。
相
撲
字
は

江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
で
、
そ
の
腕

前
は
取
組
の
裁
き
と
並
び
、
行
司
と

し
て
重
要
な
要
素
。
「
お
い
し
そ

う
」
と
形
容
さ
れ
る
式
守
伊
之
助
さ

ん
の
よ
う
な
字
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

土
俵
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

「
迷
わ
な
い
こ
と
」
と
話
す
渡
邉
さ

ん
。
取
組
が
始
ま
る
瞬
間
の
立
ち
合

い
は
勝
負
の
8
割
が
決
ま
る
と
も
言

わ
れ
、
力
士
が
特
に
勝
負
を
か
け
て

い
ま
す
。
仕
切
り
直
し
が
必
要
な
の

か
、
力
士
の
呼
吸
が
合
っ
て
立
ち
合

い
が
成
立
す
る
か
の
判
断
は
、
た
め

ら
っ
て
い
る
暇
が
な
く
、
常
に
臨
機

応
変
の
立
ち
回
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

渡
邉
さ
ん
の
行
司
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
角
界
で

の
今
後
の
活
躍
に
期
待
が
集
ま
り
ま

す
。

（横須賀）
渡邉 剛翔さん

行司
よし　 と

教
は
、
忠
世
の
軍
へ
切
り
込
み
討
ち

死
。
徳
川
方
が
討
ち
取
っ
た
首
数
は

7
4
0
余
り
で
、
そ
の
氏
名
は
織
田

信
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
城
の
東

側
に
は
こ
の
戦
い
の
戦
死
者
を
埋
葬

し
た
「
千
人
塚
」
が
あ
り
、
現
在
地

元
の
方
に
よ
り
供
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
康
の
厳
し
い
包
囲
網
を
逃
れ
る

こ
と
が
で
き
た
城
兵
は
ほ
ん
の
わ
ず

か
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
激
し

い
戦
い
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
甲
斐
（
現

山
梨
県
）
へ
帰
り
つ
い
た
の
が
、
横

田
甚
五
郎
尹
松
で
す
。
甚
五
郎
は
城

の
西
側
の
馬
場
平
か
ら
西
へ
延
び
る

人
一
人
や
っ
と
通
れ
る
ほ
ど
の
狭
く

急
峻
な
道
を
通
っ
て
脱
出
。
勝
頼
に

高
天
神
城
の
落
城
を
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
道
は
「
犬
戻
り
猿
戻
り
（
甚
五

郎
抜
け
道
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

落
城
後
、
家
康
は
高
天
神
城
を
廃

城
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
奪
還
の

た
め
に
築
い
た
横
須
賀
城
を
新
た
な

遠
江
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

次
回
は
、
徳
川
家
康
と
掛
川
三
城

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
。
家
康
と
掛
川
三

城
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま

す
。

▲犬戻り猿戻り（甚五郎抜け道）

お
か

べ

な
が
の
り

と
り
で

た

じ
ん

ご

ろ
う
た
だ
ま
つ

よ
こ
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